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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光を出力可能な照明装置と、映像信号に応じて前記照明光を変調することにより映
像光を生成する表示パネルとを備えた表示装置に用いられる前記照明装置において、
　前記照明光を生成する照明光学系と、
　前記照明光の発散角を狭める複数のレンズと
　を備え、
　前記照明光学系は、
　離間して互いに対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板または前記第２基板の端面に光を照射する光源と、
　前記第１基板および前記第２基板の間隙に設けられ、かつ電場の大きさに応じて、前記
光源からの光に対して散乱性もしくは透明性を示す光変調層と、
　三次元表示モードのときに、前記光変調層に複数の線状散乱領域、または複数列に並ん
だ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させ、二次元表示モードのときに、前記光
変調層に面状散乱領域、または前記三次元表示モードのときの前記複数の点状散乱領域の
列間のピッチよりも狭いピッチでマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる
電場を発生させる電極と
　を有し、
　前記複数のレンズは、前記線状散乱領域の延在方向、または一列に並んだ複数の点状散
乱領域の並び方向に並んで配置されるとともに、前記線状散乱領域の延在方向、または一
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列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と交差する方向に並んで配置されており、
　前記レンズは、凸形状となっており、当該レンズの頂点位置が前記線状散乱領域、また
は一列に並んだ複数の点状散乱領域と対向するように配置されている
　照明装置。
【請求項２】
　前記レンズは、当該レンズの光入射面または光出射面に曲面を含んで構成されている
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記レンズのピッチは、前記線状散乱領域、または一列に並んだ複数の点状散乱領域の
ピッチをＰ１とすると、Ｐ１／ｎ（ｎは三次元表示モードのときの視点数）となっている
　請求項１または請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記電極は、三次元表示モードのときに、前記光変調層に、複数列に並んだ複数の点状
散乱領域を生成させる電場を発生させるようになっており、
　各レンズは、１つのレンズと１つの点状散乱領域とが１対１で対応するように配置され
ている
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記電極は、二次元表示モードのときに、前記光変調層に、マトリクス状に並んだ複数
の点状散乱領域を生成させる電場を発生させるようになっており、
　各レンズは、１つのレンズと１つの点状散乱領域とが１対１で対応するように配置され
ている
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記レンズは、屈折率が等方性の材料で構成されている
　請求項１ないし請求項５のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記レンズは、前記光変調層側に突出している
　請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記表示パネルは、偏光板を有し、
　前記複数のレンズは、前記偏光板に固定されている
　請求項７に記載の照明装置。
【請求項９】
　照明光を出力可能な照明装置と、
　映像信号に応じて前記照明光を変調することにより映像光を生成する表示パネルと
　を備え、
　前記照明装置は、
　前記照明光を生成する照明光学系と、
　前記照明光の発散角を狭める複数のレンズと
　を有し、
　前記照明光学系は、
　離間して互いに対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板または前記第２基板の端面に光を照射する光源と、
　前記第１基板および前記第２基板の間隙に設けられ、かつ電場の大きさに応じて、前記
　光源からの光に対して散乱性もしくは透明性を示す光変調層と、
　三次元表示モードのときに、前記光変調層に複数の線状散乱領域、または複数列に並ん
だ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させ、二次元表示モードのときに、前記光
変調層に面状散乱領域、または前記三次元表示モードのときの前記複数の点状散乱領域の
列間のピッチよりも狭いピッチでマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる
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電場を発生させる電極と
　を有し、
　前記複数のレンズは、前記線状散乱領域の延在方向、または一列に並んだ複数の点状散
乱領域の並び方向に並んで配置されるとともに、前記線状散乱領域の延在方向、または一
列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と交差する方向に並んで配置されており、
　前記レンズは、凸形状となっており、当該レンズの頂点位置が前記線状散乱領域、また
は一列に並んだ複数の点状散乱領域と対向するように配置されている
　表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、二次元表示（平面表示）と三次元表示（立体表示）を行うことの可能な表示
装置、およびそのような表示装置のバックライトとして好適に適用可能な照明装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　三次元表示の可能な表示装置には、専用の眼鏡をかけることが必要なものと、専用の眼
鏡が不要なものがある。後者の表示装置では、裸眼で立体映像を視認することができるよ
うにするために、レンチキュラーレンズや、視差バリア（パララックスバリア）が用いら
れている。これらによって、映像情報が左右の目に振り分けられることにより、左右の目
で異なる映像が観察され、その結果、三次元表示が可能となる。
【０００３】
　ところで、裸眼で立体映像を視認することの可能な表示装置において、物理的なバリア
が設けられている場合には、バリアと表示パネルとの間に、切替可能な拡散体が必要とな
る。そのような拡散体を用いた上で簡易な構成とする方策が特許文献１で提案されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－５１９０３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１では、拡散体として偏光依存型散乱体が用いられており、さらに、
偏光依存型散乱体に偏光光を入射させるために偏光子が用いられている。そのため、偏光
子によって光が吸収され、表示輝度が低くなってしまうという問題があった。
【０００６】
　本技術はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、高い輝度を得ることの可
能な照明装置およびそれを備えた表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本技術の照明装置は、照明光を出力可能な照明装置と、映像信号に応じて照明光を変調
することにより映像光を生成する表示パネルとを備えた表示装置に用いられるものである
。本技術による照明装置は、照明光を生成する照明光学系と、照明光の発散角を狭める複
数のレンズとを備えている。照明光学系は、離間して互いに対向配置された第１基板およ
び第２基板と、第１基板または第２基板の端面に光を照射する光源とを有している。照明
光学系は、また、第１基板および第２基板の間隙に設けられ、かつ電場の大きさに応じて
、光源からの光に対して散乱性もしくは透明性を示す光変調層を有している。照明光学系
は、さらに、三次元表示モードのときに、光変調層に複数の線状散乱領域、または複数列
に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させ、二次元表示モードのときに、
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光変調層に面状散乱領域、または三次元表示モードのときの複数の点状散乱領域の列間の
ピッチよりも狭いピッチでマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電場を
発生させる電極を有している。複数のレンズは、線状散乱領域の延在方向、または一列に
並んだ複数の点状散乱領域の並び方向に並んで配置されるとともに、線状散乱領域、また
は一列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向の延在方向と交差する方向に並んで配置さ
れている。レンズは、凸形状となっており、当該レンズの頂点位置が線状散乱領域、また
は一列に並んだ複数の点状散乱領域と対向するように配置されている。
【０００８】
　本技術の表示装置は、照明光を出力可能な照明装置と、映像信号に応じて照明光を変調
することにより映像光を生成する表示パネルとを備えている。この表示装置に搭載された
照明装置は、上記の照明装置と同様の構成を有している。
【０００９】
　本技術の照明装置および表示装置では、電場の大きさに応じて、光源からの光に対して
散乱性もしくは透明性を示す光変調層が照明装置内に設けられている。これにより、光源
から発せられ、第１基板等を伝播する光は、光変調層のうち、電場制御によって透明性を
示す領域を透過し、照明装置の上面において全反射されるか、または高反射率で反射され
る。その結果、照明装置の光射出領域のうち透明性を示す領域と対応する領域（以下、単
に「光射出領域における透明領域」とする）の輝度が、全面を均一に発光させている場合
と比べて低くなる。一方、第１基板等を伝播する光は、光変調層のうち、電場制御によっ
て散乱性を示す領域で散乱され、照明装置の上面を透過する。その結果、照明装置の光射
出領域のうち散乱性を示す領域と対応する領域（以下、単に「光射出領域における散乱領
域」とする）の輝度が、全面を均一に発光させている場合と比べて高くなる。しかも、光
射出領域における透明領域の輝度が低下した分だけ、部分的な白表示の輝度（輝度突き上
げ）が大きくなる。また、本技術では、三次元表示モードのときに、光変調層に複数の線
状散乱領域、または複数列に並んだ複数の点状散乱領域が生成され、二次元表示モードの
ときに、光変調層に面状散乱領域、またはマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域が生
成される。三次元表示の際には、光源からの光を利用して光変調層から複数の線状光（ま
たは一列に並んだ複数の点状照明光によって形成された複数の線状光）が発せられる。一
方、二次元表示の際には、光源からの光を利用して光変調層から面状光（または一列に並
んだ複数の点状照明光によって形成された面状光）が発せられる。このように、本技術で
は、物理的なバリアや偏光子を用いずに、三次元表示と二次元表示を切り替えることがで
きる。さらに、本技術では、照明装置において、照明光の発散角を狭める複数のレンズが
設けられている。複数のレンズは、線状散乱領域の延在方向に並んで配置されるとともに
、線状散乱領域の延在方向、または一列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と交差す
る方向に並んで配置されている。これにより、複数のレンズが設けられていない場合と比
べて、適視角度で表示パネルに入射する光の光量を増やすことができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本技術による照明装置および表示装置によれば、物理的なバリアや偏光子を用いずに、
三次元表示と二次元表示を切り替えることができ、かつ適視角度で表示パネルに入射する
光の光量を増やすことができるようにしたので、表示映像において高い輝度を得ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本技術の第１の実施の形態に係る照明装置の断面構成例を表す図である。
【図２】図１の光変調素子の断面構成例を表す図である。
【図３】図２の下側電極の平面構成例を表す図である。
【図４Ａ】図２の光変調層の作用の一例を模式的に表す図である。
【図４Ｂ】図４Ａのバルクおよび微粒子の光学特性の一例を表す図である。
【図４Ｃ】図４Ａの光変調層を光が透過する様子を模式的に表す図である。
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【図５Ａ】図２の光変調層の作用の他の例を模式的に表す図である。
【図５Ｂ】図５Ａのバルクおよび微粒子の光学特性の一例を表す図である。
【図５Ｃ】図５Ａの光変調層を光が透過する様子を模式的に表す図である。
【図６】図１の照明装置の作用の一例を模式的に表す図である。
【図７】図１のレンズシートの斜視構成例を表す図である。
【図８】図１のレンズシートの斜視構成の他の例を表す図である。
【図９Ａ】図７、図８の凸部の曲面形状の一例を表す図である。
【図９Ｂ】図７、図８の凸部の曲面形状の他の例を表す図である。
【図１０】図７のレンズシートの断面構成例を、導光板および光変調素子と共に表す図で
ある。
【図１１】図８のレンズシートの断面構成例を、導光板および光変調素子と共に表す図で
ある。
【図１２】図７のレンズシートの断面構成例の第１変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図１３】図８のレンズシートの断面構成例の第１変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図１４】図７のレンズシートの断面構成例の第２変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図１５】図８のレンズシートの断面構成例の第２変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図１６】図７のレンズシートの断面構成例の第３変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図１７】図８のレンズシートの断面構成例の第３変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図１８】図７、図８のレンズシートの凸部と図３の下側電極の部分電極との位置関係の
一例を表す図である。
【図１９】図７のレンズシートの断面構成例の第４変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２０】図８のレンズシートの断面構成例の第４変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２１】図７のレンズシートの断面構成例の第５変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２２】図８のレンズシートの断面構成例の第５変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２３】図７のレンズシートの断面構成例の第６変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２４】図８のレンズシートの断面構成例の第６変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２５】図７のレンズシートの断面構成例の第７変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２６】図８のレンズシートの断面構成例の第７変形例を、導光板および光変調素子と
共に表す図である。
【図２７】図２の下側電極の第１変形例を表す図である。
【図２８Ａ】図７、図８のレンズシートの凸部と図２７の下側電極の部分電極との位置関
係の一例を表す図である。
【図２８Ｂ】図７、図８のレンズシートの凸部と図２７の下側電極の部分電極との位置関
係の他の例を表す図である。
【図２９】図２の下側電極の第２変形例を表す図である。
【図３０】図７、図８のレンズシートの凸部と図２９の下側電極の部分電極との位置関係
の一例を表す図である。
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【図３１】図２の下側電極の第３変形例を表す図である。
【図３２】図７、図８のレンズシートの凸部と図３１の下側電極の部分電極との位置関係
の一例を表す図である。
【図３３】図２の下側電極の第４変形例を表す図である。
【図３４Ａ】図７、図８のレンズシートの凸部と図３３の下側電極の部分電極との位置関
係の一例を表す図である。
【図３４Ｂ】図７、図８のレンズシートの凸部と図３３の下側電極の部分電極との位置関
係の他の例を表す図である。
【図３５】図２の下側電極の第５変形例を表す図である。
【図３６】図７、図８のレンズシートの凸部と図３５の下側電極の部分電極との位置関係
の一例を表す図である。
【図３７】図２の下側電極の第６変形例を表す図である。
【図３８】図１の光変調素子の断面構成の第１変形例を表す図である。
【図３９】図３８の上側電極の平面構成例を表す図である。
【図４０】図３８の上側電極の第１変形例を表す図である。
【図４１】図３８の上側電極の第２変形例を表す図である。
【図４２】図３８の上側電極の第３変形例を表す図である。
【図４３】図３８の上側電極の第４変形例を表す図である。
【図４４】図３８の上側電極の第５変形例を表す図である。
【図４５】図１の光変調素子の断面構成の第２変形例を表す図である。
【図４６】図４５の上側電極の平面構成例を表す図である。
【図４７】図４５の下側電極の平面構成例を表す図である。
【図４８】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第１変形例を表す図である。
【図４９】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第２変形例を表す図である。
【図５０】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第３変形例を表す図である。
【図５１】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第４変形例を表す図である。
【図５２】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第５変形例を表す図である。
【図５３】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第６変形例を表す図である。
【図５４】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第７変形例を表す図である。
【図５５】図４５の上側電極および下側電極の組み合わせの第８変形例を表す図である。
【図５６Ａ】図２、図３３の下側電極の一変形例を表す図である。
【図５６Ｂ】図２、図３３の下側電極の他の変形例を表す図である。
【図５７Ａ】図２、図４３の上側電極の一変形例を表す図である。
【図５７Ｂ】図２、図４３の上側電極の他の変形例を表す図である。
【図５８】図１の照明装置の断面構成の第１変形例を表す図である。
【図５９】図１の照明装置の断面構成の第２変形例を表す図である。
【図６０】図２、図４５の下側電極および図３８、図４５の上側電極の端部の一例を表す
図である。
【図６１】図２、図４５の下側電極および図３８、図４５の上側電極の端部の他の例を表
す図である。
【図６２】電極におけるパターン密度分布の一例を表す図である。
【図６３】電極におけるパターン密度分布の第１変形例を表す図である。
【図６４】電極におけるパターン密度分布の第２変形例を表す図である。
【図６５】電極におけるパターン密度分布の第３変形例を表す図である。
【図６６】電極におけるパターン密度分布をグラフで表す図である。
【図６７】図６６のパターン密度を有する電極を用いたときの輝度分布の一例を表す図で
ある。
【図６８】光変調素子の作用の一例について説明するための模式図である。
【図６９】光変調素子の作用の他の例について説明するための模式図である。
【図７０】光変調素子の作用のその他の例について説明するための模式図である。
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【図７１Ａ】図１の光源の構成の一例を表す斜視図である。
【図７１Ｂ】図１の光源の構成の他の例を表す斜視図である。
【図７１Ｃ】図１の光源の構成のその他の例を表す斜視図である。
【図７２Ａ】図１の導光板の構成の一例を表す斜視図である。
【図７２Ｂ】図１の導光板の構成の他の例を表す斜視図である。
【図７３Ａ】図１の導光板の構成の他の例を表す斜視図である。
【図７３Ｂ】図７３Ａの導光板の構成の一例を表す断面図である。
【図７４Ａ】図７２、図７３の導光板の作用の一例を表す模式図である。
【図７４Ｂ】図７２、図７３の導光板の作用の他の例を表す模式図である。
【図７５】下側電極および上側電極の変形例を表す図である。
【図７６】下側電極および上側電極の変形例を表す図である。
【図７７】下側電極および上側電極の変形例を表す図である。
【図７８】下側電極および上側電極の変形例を表す図である。
【図７９】電極のパターン密度分布をグラフで表す図である。
【図８０】図７９のパターン密度を有する電極を用いたときの輝度分布の一例を表す図で
ある。
【図８１】下側電極の変形例を表す図である。
【図８２】下側電極の変形例を表す図である。
【図８３】下側電極の変形例を表す図である。
【図８４】下側電極の変形例を表す図である。
【図８５】下側電極の変形例を表す図である。
【図８６】下側電極の変形例を表す図である。
【図８７】下側電極の変形例を表す図である。
【図８８】図１の光変調素子の断面構成の第１変形例を表す図である。
【図８９】図１の光変調素子の断面構成の第２変形例を表す図である。
【図９０】図１の光変調素子の断面構成の第３変形例を表す図である。
【図９１】図１の照明装置の断面構成の第３変形例を表す図である。
【図９２】本技術の第２の実施の形態に係るテレビ放送信号の受送信システムの一例を表
す図である。
【図９３】図９２の受信側装置の機能ブロックの一例を表す図である。
【図９４】図９２の受信側装置における表示部の断面構成例を表す図である。
【図９５】図９４の表示部におけるラビング方向と偏光板の透過軸との関係の一例を表す
斜視図である。
【図９６】図９４の表示部におけるラビング方向と偏光板の透過軸との関係の他の例を表
す斜視図である。
【図９７】図９４の表示部における三次元表示を説明するための模式図である。
【図９８】図９４の表示部における二次元表示を説明するための模式図である。
【図９９】レンズシートの第１変形例を表す断面図である。
【図１００】レンズシートの第２変形例を表す断面図である。
【図１０１】図９４の表示部の第１変形例を表す断面図である。
【図１０２】図９４の表示部の第２変形例を表す断面図である。
【図１０３】パララックスバリアの断面構成例を表す図である。
【図１０４】図１０１の表示部の断面構成例を表す模式図である。
【図１０５】表示パネルの画素とバックライト光との関係の一例を表す模式図である。
【図１０６Ａ】バックライト光の一例を表す模式図である。
【図１０６Ｂ】表示パネルの画素と図１０６Ａのバックライト光との関係の一例を表す模
式図である。
【図１０７Ａ】バックライト光の他の例を表す模式図である。
【図１０７Ｂ】表示パネルの画素と図１０７Ａのバックライト光との関係の一例を表す模
式図である。
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【図１０８】三次元表示における時分割駆動の一例を表す模式図である。
【図１０９】図１０８に続く時分割駆動の一例を表す模式図である。
【図１１０】図１０９に続く時分割駆動の一例を表す模式図である。
【図１１１】図１１０に続く時分割駆動の一例を表す模式図である。
【図１１２】図９４の表示部の第５変形例を表す断面図である。
【図１１３】図９４の表示部の第６変形例を表す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、発明を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説
明は以下の順序で行う。

　　１．第１の実施の形態（照明装置）
　　２．第１の実施の形態の変形例（照明装置）
　　３．第２の実施の形態（受信側装置）
　　４．第２の実施の形態の変形例（受信側装置）
　　５．実施例
【００１３】
＜１．第１の実施の形態＞
　図１は、本技術の第１の実施の形態に係る照明装置１の断面構成を表すものである。こ
の照明装置１は、表示装置のバックライトとして適用可能なものであり、照明光を出力可
能なものである。照明装置１は、例えば、導光板１０と、導光板１０の側面に配置した光
源２０と、導光板１０の内部に配置した光変調素子３０と、導光板１０の背後に配置した
反射板４０と、導光板１０の上に配置したレンズシート５０と、光変調素子３０を駆動す
る駆動回路６０とを備えている。
【００１４】
　なお、導光板１０は、本技術の「第１基板」または「第２基板」の一具体例に相当する
。光源２０は、本技術の「光源」の一具体例に相当する。光源２０、光変調素子３０およ
び反射板４０からなる光学系が、本技術の「照明光学系」の一具体例に相当する。
【００１５】
（導光板１０）
　導光板１０は、導光板１０の側面に配置した光源２０からの光を導光板１０の上面側（
具体的には照明装置１の光出射面１Ａ）に導くものである。導光板１０は、例えば、導光
板１０の上面に配置される被照射物（例えば後述の表示パネル２１０）に対応した形状に
なっており、例えば、上面、下面および側面で囲まれた直方体状となっている。なお、以
下では、導光板１０の側面のうち光源２０からの光が入射する側面を光入射面１０Ａと称
するものとする。
【００１６】
　導光板１０は、例えば、上面および下面の少なくとも一方の面に、所定のパターン化さ
れた形状を有しており、光入射面１０Ａから入射した光を散乱し、均一化する機能を有し
ている。なお、光変調素子３０に印加する電圧を変調することによって輝度の均一化を行
う場合には、パターン化されていない平坦な導光板を導光板１０として用いることも可能
である。導光板１０は、例えば、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）やアクリル樹脂（ポリメ
チルメタクリレート（ＰＭＭＡ）などの透明熱可塑性樹脂を主に含んで構成された透明基
板である。
【００１７】
（光源２０）
　光源２０は、線状光源であり、例えば、熱陰極管(ＨＣＦＬ；Hot Cathode Fluorescent
 Lamp)、冷陰極管(ＣＣＦＬ；Cold Cathode Fluorescent Lamp)、または複数のＬＥＤ（L
ight Emitting Diode）を一列に配置したものなどからなる。光源２０が複数のＬＥＤか
らなる場合には、効率、薄型化、均一性の観点から、全てのＬＥＤがホワイトＬＥＤであ
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ることが好ましい。なお、光源２０が、例えば、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤおよび青色ＬＥ
Ｄを含んで構成されていてもよい。光源２０は、導光板１０の一の側面にだけ設けられて
いてもよいし（図１参照）、導光板１０の２つの側面、３つの側面または全ての側面に設
けられていてもよい。
【００１８】
（光変調素子３０）
　光変調素子３０は、本実施の形態において、導光板１０の内部に空気層を介さずに密着
しており、例えば接着剤（図示せず）を介して導光板１０に接着されている。光変調素子
３０は、例えば、図２に示したように、透明基板３１、下側電極３２、配向膜３３、光変
調層３４、配向膜３５、上側電極３６および透明基板３７を反射板４０側から順に配置し
たものである。なお、図２は、光変調素子３０の断面構成例を表すものである。下側電極
３２および上側電極３６が本技術の「電極」の一具体例に相当する。光変調層３４が本技
術の「光変調層」の一具体例に相当する。
【００１９】
　透明基板３１，３７は、離間して互いに対向配置されたものである。透明基板３１，３
７は、光変調層３４を支持するものであり、一般に、可視光に対して透明な基板、例えば
、ガラス板や、プラスチックフィルムによって構成されている。上側電極３６および下側
電極３２は、三次元表示モードのときに、光変調層３４に複数の線状散乱領域、または複
数列に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させるようになっている。上側
電極３６および下側電極３２は、さらに、二次元表示モードのときに、光変調層３４に面
状散乱領域、またはマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生さ
せるようになっている。なお、線状散乱領域、点状散乱領域および面状散乱領域について
は、光変調層３４を説明する際に詳細に説明する。
【００２０】
　上側電極３６は、透明基板３７のうち透明基板３１との対向面上に設けられたものであ
り、例えば、面内全体に渡って形成された１枚のシート状電極（ベタ膜）からなる。一方
、下側電極３２は、透明基板３１のうち透明基板３７との対向面上に設けられたものであ
り、例えば、図２、図３に示したように、複数の部分電極３２Ａによって構成されている
。なお、図３は、下側電極３２の平面構成例を表すものである。
【００２１】
　各部分電極３２Ａは、例えば、図３に示したように、ブロック形状となっており、かつ
複数の部分電極３２Ａがマトリクス状に配置されている。複数の部分電極３２Ａは、例え
ば、光入射面１０Ａと平行な方向に並んで配置されると共に、光入射面１０Ａと直交する
方向に並んで配置されている。複数の部分電極３２Ａの２つの配列方向のうち、光入射面
１０Ａと平行な方向に一列に並んだ複数の部分電極３２Ａを１つの線状電極３２Ｄとみな
したとき、線状電極３２Ｄの配列方向（光入射面１０Ａと直交する方向）が、三次元表示
の際の視差方向に対応している。
【００２２】
　下側電極３２は、表示装置において三次元表示を行うとき（三次元表示モードのとき）
に、光変調層３４に対して、線状散乱領域（または一列に並んだ複数の点状散乱領域）を
複数列、生成させる電場を発生させるようになっている。複数の線状電極３２Ｄのうち特
定の複数の線状電極３２Ｄ（以下、「線状電極３２Ｂ」と称する。）は、三次元表示モー
ドのときに、光変調層３４に、線状散乱領域、または一列に並んだ複数の点状散乱領域を
生成させる電場を発生させるようになっている。つまり、三次元表示モードのときには、
光変調層３４に対して、線状散乱領域（または一列に並んだ複数の点状散乱領域）を複数
列、生成するために、一部の部分電極３２Ａだけが用いられる。複数の線状電極３２Ｂは
、表示装置において三次元表示を行うときの画素のピッチＰ５（図９６参照）に対応する
ピッチＰ１（画素のピッチＰ５と同一ピッチまたはそれに近いピッチ）で配列されている
。
【００２３】
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　複数の線状電極３２Ｄのうち線状電極３２Ｂを除く複数の線状電極３２Ｄ（以下、「線
状電極３２Ｃ」と称する。）は、表示装置において二次元表示を行うとき（二次元表示モ
ードのとき）に、線状電極３２Ｂと共に、光変調層３４に対して、面状散乱領域、または
マトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させるようになってい
る。つまり、二次元表示モードのときには、光変調層３４に対して、面状散乱領域、また
はマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成するために、全ての部分電極３２Ａが
用いられる。線状電極３２Ｂの駆動によって生成される照明光が線状および点状のいずれ
に見えるかは、線状電極３２Ｄに含まれる複数の部分電極３２ＡのピッチＰ３の大きさに
依る。
【００２４】
　光変調層３４内の散乱領域は、後述するように、当該散乱領域内を光が伝播したときに
発光領域となる。従って、複数の線状電極３２Ｂは、三次元表示モードのときに、線状照
明光、または一列に並んだ複数の点状照明光の生成に用いられる。また、全ての線状電極
３２Ｄは、二次元表示モードのときに、面状照明光、またはマトリクス状に並んだ複数の
点状照明光の生成に用いられる。
【００２５】
　複数の線状電極３２Ｂおよび複数の線状電極３２Ｃは、光入射面１０Ａと直交する方向
において規則的に配列されている。例えば、図２、図３に示したように、１つの線状電極
３２Ｂおよび２つの線状電極３２Ｃを一組として、複数組の線状電極群が光入射面１０Ａ
と直交する方向に配列されている。線状電極３２Ｂの幅は、例えば、表示装置の画素の幅
よりも狭くなっている。なお、線状電極群は、常に、１つの線状電極３２Ｂおよび２つの
線状電極３２Ｃで構成されている必要はなく、例えば、図示しないが、１つの線状電極３
２Ｂおよび３つの線状電極３２Ｃで構成されていてもよい。
【００２６】
　下側電極３２および上側電極３６はともに、透光性の導電膜（または透明導電膜）によ
って構成されている。透光性の導電膜（または透明導電膜）は、例えば、ＩＴＯで構成さ
れている。なお、下側電極３２および上側電極３６は、酸化インジウム亜鉛（ＩＺＯ；In
dium Zinc Oxide）、メタルナノワイヤ、カーボンナノチューブ、グラフェンなどによっ
て構成されていてもよい。
【００２７】
　下側電極３２および上側電極３６を光変調素子３０の法線方向から見たときに、光変調
素子３０のうち下側電極３２および上側電極３６が互いに対向している箇所に対応する部
分が光変調セル３０－１を構成している（図２参照）。なお、個々の光変調セル３０－１
が、本技術の「点状散乱領域」の一具体例に相当する。また、一列に並んだ複数の光変調
セル３０－１によって構成されるセルが、本技術の「線状散乱領域」または「一列に並ん
だ複数の点状散乱領域」の一具体例に相当する。また、全ての光変調セル３０－１によっ
て構成されるセルが、本技術の「面状散乱領域」または「マトリクス状に並んだ複数の点
状散乱領域」の一具体例に相当する。
【００２８】
　光変調セル３０－１は、光変調素子３０のうち下側電極３２および上側電極３６が互い
に対向している箇所に対応する部分に相当する。複数の光変調セル３０－１のうち線状電
極３２Ｂを含む光変調セル３０ａ（図２参照）が、表示装置において三次元表示を行うと
きに、線状照明光、または一列に並んだ複数の点状照明光の生成に用いられる。複数の光
変調セル３０－１のうち線状電極３２Ｃを含む光変調セル３０ｂ（図２参照）が、表示装
置において二次元表示を行うときに、複数の光変調セル３０ａと共に、面状照明光の生成
に用いられる。つまり、表示装置において二次元表示を行うときには、面状照明光、また
はマトリクス状に並んだ複数の点状照明光を生成するために、全ての光変調セル３０－１
が用いられる。
【００２９】
　各光変調セル３０－１は、部分電極３２Ａおよび上側電極３６に所定の電圧を印加する



(11) JP 6098064 B2 2017.3.22

10

20

30

40

50

ことにより別個独立に駆動することの可能なものである。各光変調セル３０－１は、部分
電極３２Ａおよび上側電極３６に印加される電圧値の大きさに応じて、光源２０からの光
に対して透明性を示したり、散乱性を示したりするようになっている。なお、透明性、散
乱性については、光変調層３４を説明する際に詳細に説明する。
【００３０】
　配向膜３３，３５は、例えば、光変調層３４に用いられる液晶やモノマーを配向させる
ものである。配向膜の種類としては、例えば、垂直配向膜および水平配向膜があるが、本
実施の形態では、配向膜３３，３５には水平配向膜が用いられる。水平配向膜としては、
例えば、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリビニルアルコールなどをラビング処理する
ことにより形成された配向膜、転写やエッチングなどにより溝形状が付与された配向膜が
挙げられる。また、水平配向膜としては、例えば、酸化ケイ素などの無機材料を斜方蒸着
することにより形成された配向膜、イオンビーム照射により形成されたダイヤモンドライ
クカーボン配向膜、電極パターンスリットの形成された配向膜が挙げられる。透明基板３
１，３７としてプラスチックフィルムを用いる場合には、製造工程において、透明基板３
１，３７の表面に配向膜３３，３５を塗布した後の焼成温度ができるだけ低いことが好ま
しいことから、配向膜３３，３５として、１００℃以下の温度で形成可能なポリアミドイ
ミドを用いることが好ましい。
【００３１】
　また、垂直、水平いずれの配向膜においても、液晶とモノマーを配向させる機能があれ
ば十分であり、通常の液晶ディスプレイに要求される電圧の繰り返し印加による信頼性な
どは必要ない。デバイス作成後の電圧印加による信頼性は、モノマーを重合したものと液
晶との界面で決まるためである。また、配向膜を用いなくても、例えば、下側電極３２お
よび上側電極３６間に電場や磁場を印加することによっても、光変調層３４に用いられる
液晶やモノマーを配向させることが可能である。つまり、下側電極３２および上側電極３
６間に電場や磁場を印加しながら、紫外線照射して電圧印加状態での液晶やモノマーの配
向状態を固定させることができる。配向膜の形成に電圧を用いる場合には、配向用と駆動
用とで別々の電極を形成するか、液晶材料に周波数によって誘電率異方性の符号が反転す
る二周波液晶などを用いることができる。また、配向膜の形成に磁場を用いる場合、配向
膜として磁化率異方性の大きい材料を用いることが好ましく、例えば、ベンゼン環の多い
材料を用いることが好ましい。
【００３２】
　光変調層３４は、透明基板３１および透明基板３７の間隙に設けられたものである。光
変調層３４は、電場の大きさに応じて、光源２０からの光に対して散乱性もしくは透明性
を示すものである。光変調層３４は、電場が相対的に小さいときに、光源２０からの光に
対して透明性を示し、電場が相対的に大きいときに、光源２０からの光に対して散乱性を
示すものである。光変調層３４は、例えば、図２に示したように、バルク３４Ａと、バル
ク３４Ａ内に分散された微粒子状の複数の微粒子３４Ｂとを含んだ複合層となっている。
バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂは光学異方性を有している。
【００３３】
　図４Ａは、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時の、微粒子
３４Ｂ内の配向状態の一例を模式的に表したものである。なお、図４Ａにおいて、バルク
３４Ａ内の配向状態についての記載を省略した。図４Ｂは、下側電極３２および上側電極
３６間に電圧が印加されていない時の、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの屈折率異方性
を示す屈折率楕円体の一例を表したものである。この屈折率楕円体は、様々な方向から入
射した直線偏光の屈折率をテンソル楕円体で表したものであり、光が入射する方向からの
楕円体の断面を見ることによって、幾何的に屈折率を知ることができるものである。図４
Ｃは、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時の、正面方向に向
かう光Ｌ１と、斜め方向に向かう光Ｌ２とが光変調層３４を透過する様子の一例を模式的
表したものである。
【００３４】
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　図５Ａは、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されている時の、微粒子３
４Ｂ内の配向状態の一例を模式的に表したものである。なお、図５Ａにおいて、バルク３
４Ａ内の配向状態についての記載を省略した。図５Ｂは、下側電極３２および上側電極３
６間に電圧が印加されている時の、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの屈折率異方性を示
す屈折率楕円体の一例を表したものである。図５Ｃは、下側電極３２および上側電極３６
間に電圧が印加されている時の、正面方向に向かう光Ｌ１と、斜め方向に向かう光Ｌ２と
が光変調層３４において散乱される様子の一例を模式的表したものである。
【００３５】
　バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂは、例えば、図４Ａ，図４Ｂに示したように、下側電
極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時に、バルク３４Ａの光軸ＡＸ１
および微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２の向きが互いに一致する（平行となる）構成となってい
る。なお、光軸ＡＸ１，ＡＸ２とは、偏光方向によらず屈折率が一つの値になるような光
線の進行方向と平行な線を指している。また、光軸ＡＸ１および光軸ＡＸ２の向きは常に
互いに一致している必要はなく、光軸ＡＸ１の向きと光軸ＡＸ２の向きとが、例えば製造
誤差などによって多少ずれていてもよい。
【００３６】
　また、微粒子３４Ｂは、例えば、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加され
ていない時に、光軸ＡＸ２が導光板１０の光入射面１０Ａと平行となる構成となっている
。微粒子３４Ｂは、さらに、例えば、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加さ
れていない時に、光軸ＡＸ２が透明基板３１，３７の表面と僅かな角度θ１で交差する構
成となっている（図４Ｂ参照）。なお、角度θ１については、微粒子３４Ｂを構成する材
料を説明する際に詳述する。
【００３７】
　一方、バルク３４Ａは、例えば、下側電極３２および上側電極３６間への電圧印加の有
無に拘らず、バルク３４Ａの光軸ＡＸ１が一定となる構成となっている。具体的には、バ
ルク３４Ａは、例えば、図４Ａ，図４Ｂ，図５Ａ，図５Ｂに示したように、バルク３４Ａ
の光軸ＡＸ１が導光板１０の光入射面１０Ａと平行となると共に透明基板３１，３７の表
面と所定の角度θ１で交差する構成となっている。つまり、バルク３４Ａの光軸ＡＸ１は
、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時に、微粒子３４Ｂの光
軸ＡＸ２と平行となっている。
【００３８】
　なお、光軸ＡＸ２が常に、光入射面１０Ａと平行となると共に透明基板３１，３７の表
面と角度θ１で交差している必要はなく、例えば製造誤差などによって透明基板３１，３
７の表面と、角度θ１とは若干異なる角度で交差していてもよい。また、光軸ＡＸ１，Ａ
Ｘ２が常に光入射面１０Ａと平行となっている必要はなく、例えば製造誤差などによって
光入射面１０Ａと、小さな角度で交差していてもよい。
【００３９】
　ここで、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの常光屈折率が互いに等しく、かつバルク３
４Ａおよび微粒子３４Ｂの異常光屈折率が互いに等しいことが好ましい。この場合に、例
えば、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時には、図４Ａに示
したように、正面方向および斜め方向を含むあらゆる方向において屈折率差がほとんどな
く、高い透明性が得られる。これにより、例えば、図４Ｃに示したように、正面方向に向
かう光Ｌ１および斜め方向に向かう光Ｌ２は、光変調層３４内で散乱されることなく、光
変調層３４を透過する。その結果、例えば、図６Ａ，図６Ｂに示したように、光源２０か
らの光Ｌ（斜め方向からの光）は、光変調層３４のうち透明な領域（透過領域３０Ａ）の
界面（透明基板３１の下面および導光板１０の上面）において全反射され、透過領域３０
Ａの輝度（黒表示の輝度）が、全面を均一に発光させた場合（図６Ｂ中の一点鎖線）と比
べて下がる。なお、図６Ｂの正面輝度のプロファイルは、導光板１０上に拡散シート（図
示せず）を設置し、その拡散シートを介して測定することにより得られたものである。
【００４０】
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　なお、透過領域３０Ａの界面の１つである導光板１０の上面（図６中では光出射面１０
Ｂ）が、導光板１０の上面の屈折率よりも低い屈折率の材料と接していることが好ましい
。そのような低屈折率材料は、典型的には空気である。また、導光板１０の上面（図６中
では光出射面１０Ｂ）がレンズシート５０と接着されている場合には、導光板１０の上面
に接する低屈折率材料は、粘着剤もしくは接着剤であってもよい。
【００４１】
　バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂは、例えば、下側電極３２および上側電極３６間に電
圧が印加されている時には、図５Ａ，図５Ｂに示したように、光軸ＡＸ１および光軸ＡＸ
２の向きが互いに異なる（交差またはほぼ直交する）構成となっている。また、微粒子３
４Ｂは、例えば、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されている時に、微粒
子３４Ｂの光軸ＡＸ２が導光板１０の光入射面１０Ａと平行となると共に透明基板３１，
３７の表面と角度θ１よりも大きな角度θ２（例えば９０°）で交差する構成となってい
る。なお、角度θ２については、微粒子３４Ｂを構成する材料を説明する際に詳述する。
【００４２】
　したがって、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されている時には、光変
調層３４において、正面方向および斜め方向を含むあらゆる方向において屈折率差が大き
くなり、高い散乱性が得られる。これにより、例えば、図５Ｃに示したように、正面方向
に向かう光Ｌ１および斜め方向に向かう光Ｌ２は、光変調層３４内で散乱される。その結
果、例えば、図６Ａに示したように、光源２０からの光Ｌ（斜め方向からの光）は、散乱
領域３０Ｂの界面（透明基板３１または導光板１０と空気との界面）を透過すると共に、
反射板４０側に透過した光は反射板４０で反射され、光変調素子３０を透過する。従って
、散乱領域３０Ｂの輝度は、全面を均一に発光させた場合（図６Ｂ中の一点鎖線）と比べ
て極めて高くなり、しかも、透過領域３０Ａの輝度が低下した分だけ、部分的な白表示の
輝度（輝度突き上げ）が大きくなる。
【００４３】
　なお、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの常光屈折率は、例えば製造誤差などによって
多少ずれていてもよく、例えば、０．１以下であることが好ましく、０．０５以下である
ことがより好ましい。また、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの異常光屈折率についても
、例えば製造誤差などによって多少ずれていてもよく、例えば、０．１以下であることが
好ましく、０．０５以下であることがより好ましい。
【００４４】
　また、バルク３４Ａの屈折率差（ΔｎP＝異常光屈折率ｎｅP－常光屈折率ｎｏP）や、
微粒子３４Ｂの屈折率差（ΔｎL＝異常光屈折率ｎｅL－常光屈折率ｎｏL）は、できるだ
け大きいことが好ましく、０．０５以上であることが好ましく、０．１以上であることが
より好ましく、０．１５以上であることがさらに好ましい。バルク３４Ａおよび微粒子３
４Ｂの屈折率差が大きい場合には、光変調層３４の散乱能が高くなり、導光条件を容易に
破壊することができ、導光板１０からの光を取り出しやすいからである。
【００４５】
　また、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂは、電場に対する応答速度が互いに異なってい
る。バルク３４Ａは、例えば、微粒子３４Ｂの応答速度よりも遅い応答速度を有する筋状
構造、多孔質構造、または棒状構造となっている。バルク３４Ａは、例えば、低分子モノ
マーを重合化することにより得られた高分子材料によって形成されている。バルク３４Ａ
は、例えば、微粒子３４Ｂの配向方向または配向膜３３，３５の配向方向に沿って配向し
た、配向性および重合性を有する材料（例えばモノマー）を熱および光の少なくとも一方
によって重合させることにより形成されている。
【００４６】
　バルク３４Ａの筋状構造、多孔質構造もしくは棒状構造は、例えば、導光板１０の光入
射面１０Ａと平行となると共に透明基板３１，３７の表面と僅かな角度θ１で交差する方
向に長軸を有している。バルク３４Ａが筋状構造となっている場合に、短軸方向の平均的
な筋状組織サイズは、導光光の散乱性を高くするという観点からは、０．１μｍ以上１０
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μｍ以下となっていることが好ましく、０．２μｍ以上２．０μｍ以下の範囲であること
がより好ましい。短軸方向の平均的な筋状組織サイズが０．１μｍ以上１０μｍ以下とな
っている場合には、光変調素子３０内での散乱能が、３８０～７８０ｎｍの可視領域にお
いて略等しくなる。そのため、面内で、ある特定の波長成分の光のみが増加したり、減少
したりすることがないので、可視領域でのバランスを面内で取ることができる。短軸方向
の平均的な筋状組織サイズが０．１μｍ未満である場合や、１０μｍを超える場合には、
波長に関係なく、光変調素子３０の散乱能が低く、光変調素子３０が光変調素子として機
能しにくい。
【００４７】
　また、散乱の波長依存性を少なくするという観点からは、短軸方向の平均的な筋状組織
サイズは、０．５μｍ以上５μｍ以下の範囲であることが好ましく、１～３μｍの範囲で
あることがより好ましい。このようにした場合には、光源２０から出射された光が導光板
１０内を伝播していく過程で光変調素子３０内のバルク３４Ａを繰り返し通過したときに
、バルク３４Ａにおける、散乱の波長依存性が抑制される。筋状組織のサイズは、偏光顕
微鏡、共焦点顕微鏡、電子顕微鏡などで観察することができる。
【００４８】
　一方、微粒子３４Ｂは、例えば、液晶材料を主に含んで構成されており、バルク３４Ａ
の応答速度よりも十分に早い応答速度を有している。微粒子３４Ｂ内に含まれる液晶材料
（液晶分子）は、例えば棒状分子である。微粒子３４Ｂ内に含まれる液晶分子として、正
の誘電率異方性を有するもの（いわゆるポジ型液晶）を用いることが好ましい。
【００４９】
　ここで、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時には、微粒子
３４Ｂ内において、液晶分子の長軸方向は、光軸ＡＸ１と平行となっている。このとき、
微粒子３４Ｂ内の液晶分子の長軸は、導光板１０の光入射面１０Ａと平行となると共に透
明基板３１，３７の表面と僅かな角度θ１で交差している。つまり、微粒子３４Ｂ内の液
晶分子は、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない時には、導光板
１０の光入射面１０Ａと平行な面内において角度θ１だけ傾斜した状態で配向している。
この角度θ１は、プレチルト角と呼ばれるもので、例えば０．１°以上３０°以下の範囲
であることが好ましい。この角度θ１は、０．５°以上１０°以下の範囲であることがよ
り好ましく、０．７°以上２°以下の範囲であることがさらにより好ましい。角度θ１を
大きくすると、後述するような理由から散乱の効率が低下する傾向にある。また、角度θ
１を小さくし過ぎると、電圧印加時に液晶の立ち上がる方位角がばらつく。例えば、１８
０°反対側の方位（リバースチルト）に液晶が立ち上がることもある。これにより、微粒
子３４Ｂとバルク３４Ａとの屈折率差を有効に利用できないので、散乱効率が低くなり、
輝度が小さくなる傾向にある。
【００５０】
　また、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されている時には、微粒子３４
Ｂ内において、液晶分子の長軸方向は、光軸ＡＸ１と交差（もしくは直交）している。こ
のとき、微粒子３４Ｂ内の液晶分子の長軸は、導光板１０の光入射面１０Ａと平行となる
と共に透明基板３１，３７の表面と角度θ１よりも大きな角度θ２（例えば９０°）で交
差している。つまり、微粒子３４Ｂ内の液晶分子は、下側電極３２および上側電極３６間
に電圧が印加されている時には、導光板１０の光入射面１０Ａと平行な面内において角度
θ２だけ傾斜した状態もしくは角度θ２（＝９０°）で真っ直ぐ立った状態で配向してい
る。
【００５１】
　上記した、配向性および重合性を有するモノマーとしては、光学的に異方性を有してお
り、かつ液晶と複合する材料であればよいが、本実施の形態では紫外線で硬化する低分子
モノマーであることが好ましい。電圧無印加の状態で、液晶と、低分子モノマーを重合化
することにより形成されたもの（高分子材料）との光学的異方性の方向が一致しているこ
とが好ましいので、紫外線硬化前において、液晶と低分子モノマーが同一方向に配向して
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いることが好ましい。微粒子３４Ｂとして液晶が用いられる場合に、その液晶が棒状分子
であるときには、使用するモノマー材料の形状も棒状であることが好ましい。以上のこと
から、モノマー材料としては重合性と液晶性を併せ持つ材料を用いることが好ましく、例
えば、重合性官能基として、アクリレート基、メタクリレート基、アクリロイルオキシ基
、メタクリロイルオキシ基、ビニルエーテル基およびエポキシ基からなる群から選ばれた
少なくとも１つの官能基を有することが好ましい。これらの官能基は、紫外線、赤外線ま
たは電子線を照射したり、加熱したりすることによって重合させることができる。紫外線
照射時の配向度低下を抑制するために、多官能基をもつ液晶性材料を添加することもでき
る。バルク３４Ａを上述した筋状構造とする場合には、バルク３４Ａの原料として、２官
能液晶性モノマーを用いることが好ましい。また、バルク３４Ａの原料に対して、液晶性
を示す温度の調整を目的に単官能モノマーを添加したり、架橋密度向上を目的に３官能以
上のモノマーを添加したりすることもできる。
【００５２】
（反射板４０）
　反射板４０は、導光板１０の背後から光変調素子３０を介して漏れ出てきた光を導光板
１０側に戻すものである。反射板４０は、例えば、反射、拡散、散乱などの機能を有して
いる。これにより、光源２０からの出射光を効率的に利用することができ、また、正面輝
度の向上にも役立っている。反射板４０は、例えば、発泡ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタ
レート）や銀蒸着フィルム、多層膜反射フィルム、白色ＰＥＴなどからなる。反射板４０
に正反射（鏡面反射）の機能を持たせる場合には、反射板４０は、例えば、銀蒸着フィル
ム、多層膜反射フィルム、アルミニウム蒸着フィルムなどで構成されていることが好まし
い。また、反射板４０は、特定の方向へ光を反射させるための形状が付与されたものであ
ってもよい。
【００５３】
（レンズシート５０）
　レンズシート５０は、導光板１０の上面から発せられた光（照明光）の発散角を狭める
ものである。レンズシート５０は、例えば、図１に示したように、レンズシート５０の光
入射面（下面）と、導光板１０の光出射面（上面）との間にギャップＧが形成されるよう
に、導光板１０の上に配置されている。ギャップＧは、導光板１０の光出射面（上面）の
屈折率よりも低い屈折率の材料で充填された層であり、例えば、空気層である。なお、ギ
ャップＧが、常に空気層となっている必要はなく、例えば、導光板１０の光出射面（上面
）の屈折率よりも低い屈折率の材料からなる粘着剤もしくは接着剤で充填された層となっ
ていてもよい。
【００５４】
　レンズシート５０は、例えば、図７に示したように、複数の凸部５０Ａが面内にマトリ
クス状に配置された凹凸面を有している。凸部５０Ａは、本技術の「レンズ」の一具体例
に相当する。凹凸面は、例えば、図７に示したように、レンズシート５０の光出射側に配
置されていてもよいが、図８に示したように、レンズシート５０の光入射側（光変調層３
４側）に配置されていてもよい。凹凸面がレンズシート５０の光入射側に配置されている
場合の方が、導光板１０から出射される光のうち、浅い角度の光を垂直に立ち上げること
ができる。
【００５５】
　レンズシート５０において、凹凸面とは反対側の面は、例えば、図７、図８に示したよ
うに、平坦面となっている。この場合、粘着剤もしくは接着剤を用いて、レンズシート５
０の平坦面を表示パネル（または偏光板）に直接接着することもできる。また凸部５０Ａ
をＵＶ硬化樹脂などで形成する場合、表示パネル（または偏光板）上に直接形成すること
もできる。レンズシート５０は、例えば、上記の平坦面が導光板１０の上面と平行または
ほぼ平行となるように配置されている。
【００５６】
　複数の凸部５０Ａは、線状電極３２Ｄの延在方向と平行な方向に並んで配置されるとと
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もに、線状電極３２Ｄの延在方向と交差する方向に並んで配置されている。なお、光変調
セル３０ａが散乱状態となっているときは、光変調セル３０ａが点状散乱領域となってい
る。従って、このときは、複数の凸部５０Ａは、線状散乱領域の延在方向、または一列に
並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と平行な方向に並んで配置されるとともに、線状散
乱領域の延在方向、または一列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と交差する方向に
並んで配置されている。
【００５７】
　凸部５０Ａは、曲面を含んで構成されている。凸部５０Ａがレンズシート５０の光出射
側に配置されている場合、凸部５０Ａの光出射面が曲面だけで構成されていてもよいし、
曲面と、平面もしくは多角面との複合面で構成されていてもよい。また、凸部５０Ａがレ
ンズシート５０の光入射側に配置されている場合、凸部５０Ａの光入射面が曲面だけで構
成されていてもよいし、曲面と、平面もしくは多角面との複合面で構成されていてもよい
。凸部５０Ａは、凸部５０Ａがレンズシート５０の光出射側に配置されている場合には、
レンズシート５０の光出射側に突出した凸形状となっている。また、凸部５０Ａは、凸部
５０Ａがレンズシート５０の光入射側に配置されている場合には、レンズシート５０の光
入射側に突出した凸形状となっている。凸部５０Ａは、凸部５０Ａの頂点位置が下側電極
３２（または光変調セル３０ａ）と対向するように配置されている。なお、光変調セル３
０ａが散乱状態となっているときは、光変調セル３０ａが点状散乱領域となっている。従
って、このときは、凸部５０Ａは、凸部５０Ａの頂点位置が線状散乱領域、または一列に
並んだ複数の点状散乱領域と対向するように配置されている。各凸部５０Ａは、１つの凸
部５０Ａと１つの点状散乱領域とが１対１で対応するように配置されていることが好まし
い。
【００５８】
　凸部５０Ａは、凸部５０Ａの頂部を中心とする回転対称となっていることが好ましい。
凸部５０ＡをＺ軸方向から見たときの形状が正方形となっている場合には、凸部５０Ａは
、凸部５０Ａの頂部を中心とする４回回転対称となっていることが好ましい。また、凸部
５０ＡをＺ軸方向から見たときの形状が長方形、菱形、平行四辺形となっている場合には
、凸部５０Ａは、凸部５０Ａの頂部を中心とする２回回転対称となっていることが好まし
い。
【００５９】
　凸部５０Ａの曲面は、図中Ｙ軸と垂直な断面、または図中Ｘ軸と垂直な断面が、例えば
、図９Ａ、図９Ｂに示したようなシリンドリカル形状となるような立体形状となっている
。凸部５０Ａの断面（図中Ｙ軸と垂直な断面または図中Ｘ軸と垂直な断面）がシリンドリ
カル形状となっている場合、凸部５０Ａの曲面は、真球面状または非球面状となっていて
もよいし、例えば、図示しないが、楕円球面状、放物面状または双曲面状となっていても
よい。また、凸部５０Ａの断面（図中Ｙ軸と垂直な断面または図中Ｘ軸と垂直な断面）が
シリンドリカル形状となっている場合、凸部５０Ａの第１断面（図中Ｙ軸と垂直な断面）
または凸部５０Ａの第２断面（図中Ｘ軸と垂直な断面）は、真円状、楕円状、放物線状、
または双曲線状となっていてもよい。
【００６０】
　なお、図７、図８では、互いに交差する２本の稜線が凸部５０Ａの曲面に存在している
かのような描写がなされているが、それは凸部５０Ａの形状を表現するために便宜的に設
けたものである。従って、図７、図８は、そのような稜線が凸部５０Ａの曲面に必ず存在
することを意味するものではなく、例えば、凸部５０Ａの曲面全体が滑らかな曲面だけで
構成されていてもよい。
【００６１】
　凸部５０Ａの曲面が非球面形状となっている場合には、凸部５０Ａの焦点距離を長くす
ることができる。これにより、凸部５０Ａの焦点距離が長くなった分だけ、光変調セル３
０ａと凸部５０Ａとの距離を長くすることができるので、導光板１０や透明基板３７の厚
さの設計自由度を高くすることができる。
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【００６２】
　凸部５０Ａの第１断面（図中Ｙ軸と垂直な断面）と、凸部５０Ａの第２断面（図中Ｘ軸
と垂直な断面）とが互いに、別々の形状となっていてもよい。この場合、凸部５０Ａの曲
面としては、例えば、数１に示したような、アナモフィック非球面式が挙げられる。なお
、ｘ＝０、ｙ＝０が凸部５０Ａの頂点に対応する。Ｒｘは、凸部５０Ａにおける、線状電
極３２Ｄの延在方向と直交する方向の曲率半径である。Ｒｙは、凸部５０Ａにおける、線
状電極３２Ｄの延在方向と平行な方向の曲率半径である。ｋｘは、Ｘ軸方向のコーニック
係数である。ｋｙは、Ｙ軸方向のコーニック係数である。
【数１】

【００６３】
　凸部５０Ａの第１断面の稜線が真円状となっている場合には、凸部５０Ａの曲面は、数
１においてｋｘ＝０としたときの形状と対応している。また、凸部５０Ａの第１断面の稜
線が楕円状となっている場合、凸部５０Ａの曲面は、数１において－１＜ｋｘ＜０とした
ときの形状と対応している。また、凸部５０Ａの第１断面の稜線が放物線状となっている
場合、凸部５０Ａの曲面は、数１においてｋｘ＝－１としたときの形状と対応している。
また、凸部５０Ａの第１断面の稜線が双曲線状となっている場合、凸部５０Ａの曲面は、
数１においてｋｘ＜－１としたときの形状と対応している。なお、凸部５０Ａと、光変調
セル３０ａとの距離を長く保ち、かつ正面輝度の向上とコントラスト低下の抑制を実現す
るためには、－４０＜ｋｘ＜０となっていることが好ましく、－３０＜ｋｘ＜－４となっ
ていることがより好ましい。
【００６４】
　凸部５０Ａの第２断面の稜線が真円状となっている場合には、凸部５０Ａの曲面は、数
１においてｋｙ＝０としたときの形状と対応している。また、凸部５０Ａの第２断面の稜
線が楕円状となっている場合、凸部５０Ａの曲面は、数１において－１＜ｋｙ＜０とした
ときの形状と対応している。また、凸部５０Ａの第２断面の稜線が放物線状となっている
場合、凸部５０Ａの曲面は、数１においてｋｙ＝－１としたときの形状と対応している。
また、凸部５０Ａの第２断面の稜線が双曲線状となっている場合、凸部５０Ａの曲面は、
数１においてｋｙ＜－１としたときの形状と対応している。なお、凸部５０Ａと、光変調
セル３０ａとの距離を長く保ち、かつ正面輝度の向上とコントラスト低下の抑制を実現す
るためには、－４０＜ｋｙ＜０となっていることが好ましく、－３０＜ｋｙ＜－４となっ
ていることがより好ましい。
【００６５】
　図１０～図１７は、レンズシート５０の断面構成の一例を、導光板１０および光変調素
子３０と共に表すものである。図１０～図１７には、ＸＺ平面での断面構成例が表わされ
ている。図１０～図１７には、凸部５０Ａの第１断面の稜線が真円状となっているものが
例示されているが、以下の説明は、凸部５０Ａの第１断面の稜線が真円状以外の形状とな
っている場合にも当てはまるものである。
【００６６】
　レンズシート５０の凹凸面において、線状電極３２Ｄの延在方向と交差する方向のピッ
チＰ２は、正面輝度向上の観点から、Ｐ１／ｎ（ｎ＝１，２，……）となっていることが
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好ましい。なお、各凸部５０Ａの幅が互いに等しい場合には、凹凸面のピッチＰ２は凸部
５０Ａの幅と等しい。各凸部５０Ａの幅が周期的に異なる場合には、凹凸面のピッチＰ２
は凸部５０Ａの幅の周期的な変化の周期と等しい。
【００６７】
　ここで、三次元表示の際に、逆視を含め三次元に見える絵の枚数を視点数Ｎとすると、
正面輝度をより高くする観点からは、凹凸面のピッチＰ２が、Ｐ１／ｎ（ｎ＝１，２，…
…，またはＮ）となっていることが好ましい。また、視点数Ｎの約数をｍとすると、Ｐ１
／ｎ（ｎ＝１，……，ｍ，Ｎ）となっていることがより好ましい。また、レンズシート５
０を設けたことによるコントラストの低下をなくするか、またはできるだけ小さくする観
点からは、視点数Ｎの最大約数（Ｎを除く）をＭとすると、凹凸面のピッチＰ２が、Ｐ１
／ｎ（ｎ＝Ｍ，Ｎ）となっていることが好ましく、Ｐ１／Ｎとなっていることがより好ま
しい。
【００６８】
　凹凸面のピッチＰ２は、例えば、図１０、図１１、図１２、図１３に示したように、Ｐ
１となっている。なお、各凸部５０Ａの幅が常に互いに等しくなっている必要はなく、例
えば、図１４、図１５に示したように、凸部５０Ａとして幅の広いものと、幅の狭いもの
とが交互に配置されていてもよい。このとき、凸部５０Ａとして幅の広いものが光変調セ
ル３０ａと対向する位置に配置されていることが好ましい。なお、凸部５０Ａとして幅の
広いものと、幅の狭いものとが交互に配置されている場合に、凹凸面のピッチＰ２が、常
にＰ１となっている必要はなく、Ｐ１／ｎ（ｎ＝２，……）となっていてもよい。
【００６９】
　また、部分電極群が１つの線状電極３２Ｂおよび３つの線状電極３２Ｃで構成されてい
る場合（三次元表示の際の視点数Ｎが４の場合）、凹凸面のピッチＰ２は、例えば、図１
２、図１３に示したように、Ｐ１／２となっていてもよいし、例えば、図１６、図１７に
示したように、Ｐ１／４となっていてもよい。なお、Ｐ２＝Ｐ１／Ｎとなっている場合に
は、例えば、図１８に示したように、各凸部５０Ａが、１つの凸部５０Ａと１つの部分電
極３２Ａとが１対１で対応するように配置されていることが好ましい。
【００７０】
　凸部５０Ａの半径（三次元表示を行うときの視差方向の曲率半径Ｒｘ）は、光変調セル
３０ａ（線状の散乱領域となり得る部位）のピッチをＰ１、三次元表示の際の視点数をＮ
とすると、Ｐ１／Ｎ×０．６＜Ｒ＜Ｐ１／Ｎ×１．４となっていることが好ましい。さら
には、Ｐ１／Ｎ×０．８＜Ｒ＜Ｐ１／Ｎ×１．２となっていることがさらに好ましい。
【００７１】
　凸部５０Ａは、当該凸部５０Ａの、幅方向の中央が、光変調セル３０ａ（散乱領域とな
り得る部位）と対向するように配置されている。凸部５０Ａは、当該凸部５０Ａの、幅方
向の中央が、光変調セル３０ａの、幅方向の中央と対向するように配置されていることが
好ましい。また、凸部５０Ａと光変調セル３０ａの間の距離Ｌｚは、凸部５０Ａの曲率半
径（三次元表示を行うときの視差方向の曲率半径）をＲｘ、凸部５０Ａの屈折率をｎ１と
し、凸部５０Ａと光変調セル３０ａの間の屈折率をｎ２とすると、０＜Ｌｚ＜Ｒｘ／（ｎ
２（ｎ１－１））×１．４となっていることが好ましい。さらには、Ｒｘ／（ｎ２（ｎ１
－１））×０．７＜Ｌｚ＜Ｒ／ （ｎ２（ｎ１－１））×１．２となっていることが好ま
しい。そのようにした場合には、凸部５０Ａと光変調セル３０ａの間の距離Ｌｚが上記の
範囲よりも離れた場所に位置している場合と比べて、正面方向の輝度が高くなる。
【００７２】
　レンズシート５０は、屈折率が等方性の材料で構成されていることが好ましい。導光板
１０の上面から出射される光は、電場応答性の低いバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と平行な方
向に偏光軸を有する偏光光となっている。そのため、例えば、照明装置１から出射される
光が偏光光となっていることが、表示パネルの輝度向上の観点から好ましい場合には、導
光板１０の上面から出射された光を、偏光を乱さずにそのまま照明装置１の出射光として
利用すればよい。ただし、レンズシート５０が大きな位相差を有していると、照明装置１
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から出射された光の偏光成分がレンズシート５０によって乱されてしまう。従って、導光
板１０の上面から出射された光の偏光成分を乱さないようにする観点からは、レンズシー
ト５０は、屈折率が等方性の材料で構成されていることが好ましい。
【００７３】
　図１９～図２６は、レンズシート５０の断面構成の他の例を、導光板１０および光変調
素子３０と共に表すものである。図１９～図２６には、ＹＺ平面での断面構成例が表わさ
れている。図１９～図２６には、凸部５０Ａの図中Ｘ軸と垂直な断面が真円状となってい
るものが例示されているが、以下の説明は、凸部５０Ａの図中Ｘ軸と垂直な断面が真円状
以外の形状となっている場合にも当てはまるものである。
【００７４】
　レンズシート５０の凹凸面の三次元表示を行うときの視差方向と垂直な方向のピッチＰ
４は、部分電極３２ＢのピッチＰ３に対して、正面輝度向上の観点から、Ｐ３×ｎ（ｎ＝
１，２，……）となっていることが好ましい。なお、各凸部５０Ａの幅が互いに等しい場
合には、凹凸面のピッチＰ４は凸部５０Ａの幅と等しい。各凸部５０Ａの幅が周期的に異
なる場合には、凹凸面のピッチＰ４は凸部５０Ａの幅の周期的な変化の周期と等しい。
【００７５】
　ここで、三次元表示の際に、逆視を含め三次元に見える絵の枚数を視点数Ｎとすると、
正面輝度をより高くする観点からは、凹凸面のピッチＰ４が、Ｐ３×ｎ（ｎ＝１，２，…
…，またはＮ）となっていることが好ましい。また、視点数Ｎの約数をｍとすると、Ｐ３
×ｎ（ｎ＝１，……，ｍ，Ｎ）となっていることがより好ましい。また、レンズシート５
０を設けたことによるコントラストの低下をなくするか、またはできるだけ小さくする観
点からは、凹凸面のピッチＰ４が、Ｐ３となっていることがより好ましい。
【００７６】
　凹凸面のピッチＰ４は、例えば、図１９、図２０に示したように、Ｐ３×Ｎとなってい
る。なお、各凸部５０Ａの幅が常に互いに等しくなっている必要はなく、例えば、図２１
、図２２に示したように、凸部５０Ａとして幅の広いものと、幅の狭いものとが交互に配
置されていてもよい。なお、凸部５０Ａとして幅の広いものと、幅の狭いものとが交互に
配置されている場合に、凹凸面のピッチＰ４が、常にＰ３×Ｎとなっている必要はなく、
Ｐ３×ｎ（ｎ＝２，……）となっていてもよい。
【００７７】
　また、部分電極群が１つの部分電極３２Ｂおよび３つの部分電極３２Ｃで構成されてい
る場合（三次元表示の際の視点数Ｎが４の場合）、凹凸面のピッチＰ４は、例えば、図２
３、図２４に示したように、Ｐ３×２となっていてもよいし、例えば、図２５、図２６に
示したように、Ｐ３となっていてもよい。なお、Ｐ４＝Ｐ３となっている場合には、例え
ば、図１８に示したように、マトリックス状に配置された複数の凸部５０Ａが、１つの部
分電極３２Ａと対向する位置に配置されていることが好ましい。
【００７８】
　凸部５０Ａの三次元表示を行うときの視差方向と垂直な方向の曲率半径Ｒｙは、Ｐ３×
０．６＜Ｒｙ＜Ｐ３×１．４となっていることが好ましい。さらには、Ｐ３×０．８＜Ｒ
ｙ＜Ｐ３×１．２となっていることがさらに好ましい。
【００７９】
　凸部５０Ａは、当該凸部５０Ａの、幅方向の中央が、光変調セル３０ａ（線状の散乱領
域となり得る部位）と対向するように配置されている。凸部５０Ａは、当該凸部５０Ａの
、幅方向の中央が、光変調セル３０ａの、幅方向の中央と対向するように配置されている
ことが好ましい。また、凸部５０Ａと光変調セル３０ａの間の距離Ｌｚは、凸部５０Ａの
三次元表示を行うときの視差方向と垂直な方向の曲率半径をＲｙ、凸部５０Ａの屈折率を
ｎ１とし、凸部５０Ａと光変調セル３０ａの間の屈折率をｎ２とすると、０＜Ｌｚ＜Ｒｙ
／（ｎ２（ｎ１－１））×１．４となっていることが好ましい。さらには、Ｒ／（ｎ２（
ｎ１－１））×０．７＜Ｌｚ＜Ｒｙ／ （ｎ２（ｎ１－１））×１．２となっていること
が好ましい。そのようにした場合には、凸部５０Ａと光変調セル３０ａの間の距離Ｌｚが
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上記の範囲よりも離れた場所に位置している場合と比べて、正面方向の輝度が高くなる。
【００８０】
（駆動回路６０）
　駆動回路６０は、例えば、一の光変調セル３０－１において微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２
がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と平行もしくはほぼ平行となり、他の光変調セル３０－２に
おいて微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と交差もしくは直交するよ
うに各光変調セル３０－１の一対の電極（部分電極３２Ａ、上側電極３６）へ印加する電
圧の大きさを制御するようになっている。つまり、駆動回路６０は、電場制御によって、
バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ１，ＡＸ２の向きを互いに一致（もしくはほ
ぼ一致）させたり、互いに異ならせたり（もしくは直交させたり）することができるよう
になっている。
【００８１】
　駆動回路６０は、制御信号２０Ａとして三次元表示を指定する信号が入力されたとき（
つまり三次元表示モードのとき）には、光変調素子３０から複数の線状照明光、または一
列に並んだ複数の点状照明光を出力させるようになっている。具体的には、駆動回路６０
は、複数の部分電極３２Ａのうち特定の複数の部分電極３２Ｂに、光変調層３４が散乱性
を示す電圧を印加するとともに、複数の部分電極３２Ａのうち複数の部分電極３２Ｂを除
く複数の部分電極３２Ｃに、光変調層３４が透明性を示す電圧を印加するようになってい
る。言い換えると、駆動回路６０は、光変調素子３０内の各光変調セル３０ａにおいて微
粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と交差し、光変調素子３０内の光変
調セル３０ｂにおいて微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と平行とな
るように、各光変調セル３０－１の一対の電極（部分電極３２Ａ、上側電極３６）へ印加
する電圧の大きさを制御するようになっている。これにより、駆動回路６０は、部分電極
３２Ｂを含む光変調セル３０ａに散乱領域３０Ｂを生成させ、部分電極３２Ｃを含む光変
調セル３０ｂに透過領域３０Ａを生成させ、それによって、光変調素子３０から線状照明
光、または一列に並んだ複数の点状照明光を出力させるようになっている。
【００８２】
　また、駆動回路６０は、制御信号２０Ａとして二次元表示を指定する信号が入力された
とき（つまり二次元表示モードのとき）には、光変調素子３０から面状照明光、またはマ
トリクス状に並んだ複数の点状照明光を出力させるようになっている。具体的には、駆動
回路６０は、各部分電極３２Ａに、光変調層３４が散乱性を示す電圧を印加するようにな
っている。言い換えると、駆動回路６０は、光変調素子３０に含まれる全ての光変調セル
３０－１において微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と交差または直
交（もしくはほぼ直交）するように、各光変調セル３０－１の一対の電極（部分電極３２
Ａ、上側電極３６）へ印加する電圧の大きさを制御するようになっている。これにより、
駆動回路６０は、各光変調セル３０－１に散乱領域３０Ｂを生成させ、それによって、光
変調素子３０から面状照明光、またはマトリクス状に並んだ複数の点状照明光を出力させ
るようになっている。
【００８３】
　次に、本実施の形態の照明装置１の作用および効果について説明する。
【００８４】
　本実施の形態の照明装置１では、三次元表示のときに、各光変調セル３０ａにおいて微
粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と交差もしくは直交し、各光変調セ
ル３０ｂにおいて微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と平行もしくは
ほぼ平行となるように、各光変調セル３０－１の一対の電極（部分電極３２Ａ、上側電極
３６）に電圧が印加される。これにより、光変調素子３０において、各光変調セル３０ａ
が散乱領域３０Ｂとなり、各光変調セル３０ｂが透過領域３０Ａとなる。その結果、光源
２０から出射され、導光板１０内に入射した光は、光変調素子３０のうち透過領域３０Ａ
を透過し、光変調素子３０のうち散乱領域３０Ｂにおいて散乱される（図６Ａ）。この散
乱光のうち散乱領域３０Ｂの下面を透過した光は反射板４０で反射され、再度、導光板１
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０に戻されたのち、照明装置１の上面から出射される。また、散乱光のうち、散乱領域３
０Ｂの上面に向かった光は、導光板１０を透過したのち、照明装置１の上面から出射され
る。このように、三次元表示のときには、透過領域３０Ａの上面からは光はほとんど出射
されず、散乱領域３０Ｂの上面から光が出射される。このようにして、例えば、図６Ａ、
図６Ｂに示したように、正面方向に線状照明光、または一列に並んだ複数の点状照明光が
出力される。
【００８５】
　また、本実施の形態の照明装置１では、二次元表示のときに、例えば、各光変調セル３
０－１において微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２がバルク３４Ａの光軸ＡＸ１と交差もしくは直
交するように、各光変調セル３０－１の一対の電極（部分電極３２Ａ、上側電極３６）に
電圧が印加される。これにより、光源２０から出射され、導光板１０内に入射した光は、
光変調素子３０の全体に形成された散乱領域３０Ｂにおいて散乱される。この散乱光のう
ち散乱領域３０Ｂの下面を透過した光は反射板４０で反射され、再度、導光板１０に戻さ
れたのち、照明装置１の上面から出射される。また、散乱光のうち、散乱領域３０Ｂの上
面に向かった光は、導光板１０を透過したのち、照明装置１の上面から出射される。この
ように、二次表示のときには、例えば、光変調素子３０の上面全体から光が出射され、正
面方向に、面状照明光、またはマトリクス状に並んだ複数の点状照明光が出力される。
【００８６】
　さらに、本実施の形態の照明装置１では、照明光の発散角を狭めるレンズシート５０が
設けられている。これにより、レンズシート５０が設けられていない場合と比べて、正面
方向の輝度を高くすることができる。その結果、例えば、照明装置１を表示装置のバック
ライトとして用いた場合に、表示装置における表示パネルに対して０度～適視角度（例え
ば１５度）で入射する光の光量を増やすことができるので、表示映像において高い輝度を
得ることができる。
【００８７】
　また、本実施の形態の照明装置１において、複数の部分電極３２Ａおよび複数の凸部５
０Ａがともに、マトリクス状に配置されており、さらに、各凸部５０Ａが、１つの凸部５
０Ａと１つの部分電極３２Ａ（または１つの点状散乱領域）とが１対１で対応するように
配置されている場合、３次元表示の際に、凸部５０Ａの２つの配列方向（Ｘ方向およびＹ
方向）において、照明光の発散角を狭めることができる。その結果、３次元表示映像にお
いて高い輝度を得ることができる。同様に、２次元表示の際にも、凸部５０Ａの２つの配
列方向（Ｘ方向およびＹ方向）において、照明光の発散角を狭めることができる。特に、
Ｐ２＝Ｐ１／Ｎ（Ｎは三次元表示での視点数）、Ｐ４＝Ｐ３のときには、すべての点状散
乱領域に対して１つの凸部５０Ａが対向して存在する構成となるので、２次元表示映像に
おいて最も高い輝度を得ることができる。
【００８８】
　次に、本実施の形態の照明装置１の他の効果について説明する。
【００８９】
　一般に、ＰＤＬＣは、液晶材料と等方性の低分子材料とを混合し、紫外線照射や溶媒の
乾燥などにより相分離を起こさせることによって形成され、液晶材料の微小粒子が高分子
材料中に分散された複合層となっている。この複合層中の液晶材料は、電圧無印加時には
ランダムな方向を向いているので散乱性を示すが、電圧印加時には電場方向に配向するの
で、液晶材料の常光屈折率と高分子材料の屈折率とが互いに等しい場合には、正面方向（
ＰＤＬＣの法線方向）において高い透明性を示す。しかし、この液晶材料では、斜め方向
においては、液晶材料の異常光屈折率と高分子材料の屈折率との差が顕著となり、正面方
向が透明性であっても斜め方向において散乱性が発現してしまう。
【００９０】
　通常、ＰＤＬＣを使った光変調素子は、表面に透明導電膜の形成された２枚のガラス板
の間にＰＤＬＣを挟み込んだ構造となっていることが多い。上述したような構造を有する
光変調素子に対して空気中から斜めに光が入射した場合には、その斜め方向から入射した
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光は空気とガラス板の屈折率差によって屈折し、より小さな角度でＰＤＬＣに入射するこ
とになる。そのため、このような光変調素子においては、大きな散乱は生じない。例えば
、空気中から８０度の角度で光が入射した場合には、その光のＰＤＬＣへの入射角はガラ
ス界面での屈折によって４０度程度にまで小さくなる。
【００９１】
　しかし、導光板を用いたエッジライト方式では、導光板越しに光が入射するので、光が
８０度程度の大きな角度でＰＤＬＣ中を横切ることになる。そのため、液晶材料の異常光
屈折率と高分子材料の屈折率との差が大きく、さらに、より大きな角度で光がＰＤＬＣ中
を横切るので、散乱を受ける光路も長くなる。例えば、常光屈折率１．５、異常光屈折率
１．６５の液晶材料の微小粒子が屈折率１．５の高分子材料中に分散されている場合には
、正面方向（ＰＤＬＣの法線方向）においては屈折率差がないが、斜め方向においては屈
折率差が大きくなる。このため、斜め方向の散乱性を小さくすることができないので、視
野角特性が悪い。さらに、導光板上に拡散フィルムなどの光学フィルムを設けた場合には
、斜め漏れ光が拡散フィルムなどによって正面方向にも拡散されるので、正面方向の光漏
れが大きくなり、正面方向の変調比が低くなってしまう。
【００９２】
　一方、本実施の形態では、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂが光学異方性材料を主に含
んで形成されているので、斜め方向において、散乱性が小さくなり、透明性を向上させる
ことができる。例えば、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂが、互いに常光屈折率が等しく
、かつ互いに異常光屈折率も等しい光学異方性材料を主に含んで構成され、かつ、下側電
極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていない領域では、これらの光軸の向きが
一致もしくはほぼ一致する。これにより、正面方向（光変調素子３０の法線方向）および
斜め方向を含むあらゆる方向において屈折率差が少なくなるか、またはなくなり、高い透
明性が得られる。その結果、視野角の大きい範囲における光の漏洩を低減またはほとんど
なくすることができ、視野角特性を良くすることができる。
【００９３】
　例えば、常光屈折率１．５、異常光屈折率１．６５の液晶と、常光屈折率１．５、異常
光屈折率１．６５の液晶性モノマーとを混合し、配向膜または電界によって液晶と液晶性
モノマーを配向させた状態で液晶性モノマーを重合させると、液晶の光軸と、液晶性モノ
マーが重合することによって形成されたポリマーの光軸とが互いに一致する。これにより
、あらゆる方向で屈折率を一致させることができるので、そのようにした場合には、透明
性が高い状態を実現でき、より一層、視野角特性を良くすることができる。
【００９４】
　また、本実施の形態では、例えば、図８Ａ，図８Ｂに示したように、透過領域３０Ａの
輝度（黒表示の輝度）が、全面を均一に発光させた場合（図８Ｂ中の一点鎖線）と比べて
下がっている。他方、散乱領域３０Ｂの輝度は、全面を均一に発光させた場合（図８Ｂ中
の一点鎖線）と比べて極めて高くなり、しかも、透過領域３０Ａの輝度が低下した分だけ
、部分的な白表示の輝度（輝度突き上げ）が大きくなる。
【００９５】
　ところで、輝度突き上げとは、全面白表示した場合に比べて、部分的に白表示を行った
場合の輝度を高くする技術である。ＣＲＴやＰＤＰなどでは一般によく使われている技術
である。しかし、液晶ディスプレイでは、バックライトは画像にかかわらず全体に均一発
光しているので、部分的に輝度を高くすることはできない。もっとも、バックライトを、
複数のＬＥＤを２次元配置したＬＥＤバックライトとした場合には、ＬＥＤを部分的に消
灯することは可能である。しかし、そのようにした場合には、ＬＥＤを消灯した暗領域か
らの拡散光がなくなるので、全てのＬＥＤを点灯した場合と比べて、輝度が低くなってし
まう。また、部分的に点灯しているＬＥＤに対して流す電流を大きくすることにより、輝
度を増やすことも可能であるが、そのようにした場合には、非常に短時間に大電流が流れ
るので、回路の負荷や信頼性の点で問題が残る。
【００９６】
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　一方、本実施の形態では、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂが光学異方性材料を主に含
んで形成されているので、斜め方向の散乱性が抑制され、暗状態での導光板からの漏れ光
が少ない。これにより、部分的な暗状態の部分から部分的な明状態の部分に導光するので
、照明装置１への投入電力を増やすことなく、輝度突き上げを実現することができる。
【００９７】
　また、本実施の形態では、下側電極３２および上側電極３６間に電圧が印加されていな
い領域において、微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２が、導光板１０の光入射面１０Ａと平行とな
っており、かつ透明基板３１，３７の表面と僅かな角度θ１で交差している。つまり、微
粒子３４Ｂ内に含まれる液晶分子が、光入射面１０Ａと平行な面内において角度θ１だけ
傾斜した状態（プレチルト角が付与された状態）で配向している。そのため、下側電極３
２および上側電極３６間に電圧が印加された時に、微粒子３４Ｂ内に含まれる液晶材料は
、ランダムな方位に立ち上がることはなく、光入射面１０Ａと平行な面内で立ち上がる。
このとき、バルク３４Ａおよび微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ１，ＡＸ２が、光入射面１０Ａと
平行な面内において互いに交差もしくは直交する。この場合に、導光板１０の光入射面１
０Ａから入射した光において、透明基板３１に対して垂直に振動する光は、微粒子３４Ｂ
の異常光屈折率とバルク３４Ａの常光屈折率との差を感じる。このとき、微粒子３４Ｂの
異常光屈折率とバルク３４Ａの常光屈折率との差は大きいことから、透明基板３１に対し
て垂直に振動する光の散乱効率が高くなる。一方、透明基板３１に対して平行に振動する
光は、微粒子３４Ｂの常光屈折率とバルク３４Ａの異常光屈折率の差を感じる。このとき
、微粒子３４Ｂの常光屈折率とバルク３４Ａの異常光屈折率の差も大きいことから、透明
基板３１に対して平行に振動する光の散乱効率も高くなる。従って、下側電極３２および
上側電極３６間に電圧が印加された領域を伝播する光は、斜め方向の成分を多く含む。例
えば、導光板１０としてアクリル導光板を用いた場合には、下側電極３２および上側電極
３６間に電圧が印加された領域内の光は、４１．８度以上の角度で伝播する。その結果、
斜め方向を含むあらゆる方向において屈折率差が大きくなり、高い散乱性が得られるので
、表示輝度を向上させることができる。また、上記の輝度突き上げの効果により、表示輝
度をさらに向上させることができる。
【００９８】
　ところで、例えば、電圧無印加時に導光板１０の光入射面１０Ａに垂直に、バルク３４
Ａおよび微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ１，ＡＸ２を配置し、下側電極３２および上側電極３６
間に電圧が印加された時に、微粒子３４Ｂ内に含まれる液晶材料が、光入射面１０Ａと垂
直な面内で立ち上がるようにした場合には、透明基板３１に対して垂直に振動する光は、
前述した場合と同様に、微粒子３４Ｂの異常光屈折率とバルク３４Ａの常光屈折率との差
を感じるが、透明基板３１に対して平行方向に振動する光は、微粒子３４Ｂの常光屈折率
とバルク３４Ａの常光屈折率との差を感じることになる。ここで、微粒子３４Ｂの常光屈
折率とバルク３４Ａの常光屈折率との差は、ほとんどないか、または全くない。そのため
、光入射面１０Ａから入射した光において、透明基板３１に対して垂直に振動する光は、
前述した場合と同様に大きな屈折率差を感じるが、透明基板３１に対して平行方向に振動
する光は、屈折率差をほとんど感じないか、または全く感じない。その結果、透明基板３
１に対して垂直に振動する光の散乱効率は高くなるが、透明基板３１に対して平行に振動
する光の散乱効率は低いか、または、ゼロとなる。従って、光入射面１０Ａに対して光軸
ＡＸ１，ＡＸ２を垂直に配置した場合には、光入射面１０Ａに対して光軸ＡＸ１，ＡＸ２
を平行に配置した場合に比べて、散乱効率が低くなるので、導光板１０から取り出せる輝
度が、本実施の形態の光変調素子３０よりも低くなる。
【００９９】
　以上のことから、本実施の形態では、視野角の大きい範囲における光の漏洩を低減また
はほとんどなくしつつ、表示輝度を向上させることができる。その結果、正面方向の変調
比を高くすることができる。
【０１００】
＜２．第１の実施の形態の変形例＞
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［変形例１］
　上記実施の形態では、各線状電極３２Ｄが、光入射面１０Ａと平行な方向に延在してい
る場合が例示されていたが、例えば、図２７に示したように、複数の部分電極３２Ａのレ
イアウトが上記実施の形態と同一のままで、各線状電極３２Ｄが光入射面１０Ａと斜めに
交差する方向に延在していてもよい。このとき、Ｐ２＝Ｐ１／Ｎ、Ｐ４＝Ｐ３となってい
る場合には、例えば、図２８Ａに示したように、各凸部５０Ａが、１つの凸部５０Ａと１
つの部分電極３２Ａとが１対１で対応するように配置されていることが好ましく、さらに
、互いに対向するように配置されていることがより好ましい。なお、各凸部５０Ａが、図
２０Ａでは矩形状となっていたが、例えば、図２０Ｂに示したように、平行四辺形状、ま
たは菱形形状となっていてもよい。
【０１０１】
　また、各線状電極３２Ｄが、例えば、図２９に示したように、複数の部分電極３２Ａの
レイアウトが上記実施の形態と同一のままで、光入射面１０Ａと直交する方向に延在して
いてもよい。このとき、Ｐ２＝Ｐ１／Ｎ、Ｐ４＝Ｐ３となっている場合には、例えば、図
３０に示したように、各凸部５０Ａが、１つの凸部５０Ａと１つの部分電極３２Ａとが１
対１で対応するように配置されていることが好ましく、さらに、互いに対向するように配
置されていることがより好ましい。
【０１０２】
　本変形例において、各線状電極３２Ｄの延在方向は、後述の表示パネル２１０（後述の
図９４参照）の画素の配列方向と交差する方向に延在していることが好ましい。このよう
にした場合には、三次元表示時に、光入射面１０Ａの法線と平行な方向の解像度と、光入
射面１０Ａと平行な方向の解像度との差を小さくすることができる。
【０１０３】
［変形例２］
　また、上記実施の形態では、各部分電極３２Ａがブロック形状となっていたが、帯状の
形状となっていてもよい。このとき、例えば、図３１に示したように、各部分電極３２Ａ
が、光入射面１０Ａと平行な方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが、光
入射面１０Ａと直交する方向に並んで配置されていてもよい。このとき、例えば、図３２
に示したように、複数の凸部５０Ａが、一列に並んで配置された複数の凸部５０Ａと、１
つの部分電極３２Ａとが１対１で対応するように配置されていることが好ましい。
【０１０４】
　また、例えば、図３３に示したように、各部分電極３２Ａが、光入射面１０Ａと斜めに
交差する方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが、部分電極３２Ａの延在
方向と直交する方向に並んで配置されていてもよい。このとき、例えば、図３４Ａに示し
たように、複数の凸部５０Ａが、一列に並んで配置された複数の凸部５０Ａと、１つの部
分電極３２Ａとが１対１で対応するように配置されていることが好ましい。なお、各凸部
５０Ａが、図３４Ａでは矩形状となっていたが、例えば、図３４Ｂに示したように、平行
四辺形状、または菱形形状となっていてもよい。
【０１０５】
　また、例えば、図３５に示したように、各部分電極３２Ａが、光入射面１０Ａと直交す
る方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが、光入射面１０Ａと平行な方向
に並んで配置されていてもよい。このとき、例えば、図３６に示したように、複数の凸部
５０Ａが、一列に並んで配置された複数の凸部５０Ａと、１つの部分電極３２Ａとが１対
１で対応するように配置されていることが好ましい。
【０１０６】
［変形例３］
　また、上記実施の形態および変形例１，２において、部分電極３２Ａ（または線状電極
３２Ｄ）の幅が狭くなっていてもよい。例えば、線状電極群が１つの線状電極３２Ｂおよ
び３つの線状電極３２Ｃで構成されている場合（三次元表示の際の視点数が４の場合）、
部分電極３２Ａ（または線状電極３２Ｄ）の幅が、Ｐ１／２０（＝Ｐ１×（１／４）×（
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１／５））以下となっていてもよい。このようにした場合には、照明装置１における発光
線幅（散乱領域の幅）が狭くなる。その結果、照明装置１を表示装置のバックライトとし
て用いた場合に、三次元表示時に、表示装置の正面方向に形成される２重像を見えにくく
することができる。
【０１０７】
［変形例４］
　また、上記実施の形態および変形例１～３において、例えば、図３７に示したように、
互いに隣接する線状電極３２Ｂ同士の間に、線状電極３２Ｂの幅よりも広い幅の線状電極
３２Ｃが設けられていてもよい。
【０１０８】
［変形例５］
　また、上記実施の形態および変形例１～４では、上側電極３６が面全体に形成されたシ
ート状電極（ベタ膜）となっており、下側電極３２が複数の部分電極３２Ａによって構成
されていた。しかし、上側電極３６が、例えば、図３８に示したように、複数の部分電極
３６Ａによって構成され、下側電極３２が面全体に形成されたシート状電極（ベタ膜）と
なっていてもよい。この場合、各部分電極３６Ａは、各部分電極３２Ａと同様の構成とな
っている。
【０１０９】
　各部分電極３６Ａは、例えば、図３９に示したように、ブロック形状となっており、か
つ複数の部分電極３６Ａがマトリクス状に配置されている。複数の部分電極３６Ａは、例
えば、光入射面１０Ａと平行な方向に並んで配置されると共に、光入射面１０Ａと直交す
る方向に並んで配置されている。複数の部分電極３６Ａの２つの配列方向のうち、光入射
面１０Ａと平行な方向に一列に並んだ複数の部分電極３６Ａを１つの線状電極３６Ｄとみ
なしたとき、各線状電極３６Ｄの配列方向（光入射面１０Ａと直交する方向）が、三次元
表示の際の視差方向に対応している。
【０１１０】
　上側電極３６は、表示装置において三次元表示を行うとき（三次元表示モードのとき）
に、光変調層３４に対して、線状散乱領域（または一列に並んだ複数の点状散乱領域）を
複数列、生成させる電場を発生させるようになっている。複数の線状電極３６Ｄのうち特
定の複数の線状電極３６Ｄ（以下、「線状電極３６Ｂ」と称する。）は、三次元表示モー
ドのときに、光変調層３４に、線状散乱領域、または一列に並んだ複数の点状散乱領域を
生成させる電場を発生させるようになっている。つまり、三次元表示モードのときには、
光変調層３４に対して、線状散乱領域（または一列に並んだ複数の点状散乱領域）を複数
列、生成するために、一部の部分電極３６Ａだけが用いられる。複数の線状電極３６Ｂは
、表示装置において三次元表示を行うときの画素のピッチＰ５（図９６参照）に対応する
ピッチＰ１（画素のピッチＰ５と同一ピッチまたはそれに近いピッチ）で配列されている
。
【０１１１】
　複数の線状電極３６Ｄのうち線状電極３６Ｂを除く複数の線状電極３６Ｄ（以下、「線
状電極３６Ｃ」と称する。）は、表示装置において二次元表示を行うとき（二次元表示モ
ードのとき）に、線状電極３６Ｂと共に、光変調層３４に対して、面状散乱領域、または
マトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させるようになってい
る。つまり、二次元表示モードのときには、光変調層３４に対して、面状散乱領域、また
はマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成するために、全ての部分電極３６Ａが
用いられる。線状電極３６Ｂの駆動によって生成される照明光が線状および点状のいずれ
に見えるかは、線状電極３６Ｄに含まれる複数の部分電極３６ＡのピッチＰ３の大きさに
依る。
【０１１２】
　光変調層３４内の散乱領域は、後述するように、当該散乱領域内を光が伝播したときに
発光領域となる。従って、複数の線状電極３６Ｂは、三次元表示モードのときに、線状照
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明光、または一列に並んだ複数の点状照明光の生成に用いられる。また、全ての線状電極
３６Ｄは、二次元表示モードのときに、面状照明光、またはマトリクス状に並んだ複数の
点状照明光の生成に用いられる。
【０１１３】
　複数の線状電極３６Ｂおよび複数の線状電極３６Ｃは、光入射面１０Ａと直交する方向
において規則的に配列されている。例えば、図３９に示したように、１つの線状電極３６
Ｂおよび２つの線状電極３６Ｃを一組として、複数組の線状電極群が光入射面１０Ａと直
交する方向に配列されている。線状電極３６Ｂの幅は、例えば、表示装置の画素の幅より
も狭くなっている。なお、線状電極群は、常に、１つの線状電極３６Ｂおよび２つの線状
電極３６Ｃで構成されている必要はなく、例えば、図示しないが、１つの線状電極３６Ｂ
および３つの線状電極３６Ｃで構成されていてもよい。
【０１１４】
［変形例６］
　上記変形例５では、各線状電極３６Ｄが、光入射面１０Ａと平行な方向に延在している
場合が例示されていたが、例えば、図４０に示したように、複数の部分電極３６Ａのレイ
アウトが上記変形例５と同一のままで、各線状電極３６Ｄが光入射面１０Ａと斜めに交差
する方向に延在していてもよい。このとき、Ｐ２＝Ｐ１／Ｎとなっている場合には、各凸
部５０Ａが、１つの凸部５０Ａと１つの部分電極３２Ａとが１対１で対応するように配置
されていることが好ましく、さらに、互いに対向するように配置されていることがより好
ましい。なお、各凸部５０Ａは、矩形状となっていてもよいし、平行四辺形状、または菱
形形状となっていてもよい。
【０１１５】
　また、例えば、図４１に示したように、複数の部分電極３６Ａのレイアウトが上記実施
の形態と同一のままで、各線状電極３６Ｄが、光入射面１０Ａと直交する方向に延在して
いてもよい。このとき、Ｐ２＝Ｐ１／Ｎとなっている場合には、各凸部５０Ａが、１つの
凸部５０Ａと１つの部分電極３２Ａとが１対１で対応するように配置されていることが好
ましく、さらに、互いに対向するように配置されていることがより好ましい。
【０１１６】
　本変形例において、各線状電極３６Ｄの延在方向は、後述の表示パネル２１０（後述の
図９６参照）の画素の配列方向と交差する方向に延在していることが好ましい。このよう
にした場合には、三次元表示時に、光入射面１０Ａの法線と平行な方向の解像度と、光入
射面１０Ａと平行な方向の解像度との差を小さくすることができる。
【０１１７】
［変形例７］
　また、上記変形例５，６では、各部分電極３６Ａがブロック形状となっていたが、帯状
の形状となっていてもよい。このとき、例えば、図４２に示したように、各部分電極３６
Ａが、光入射面１０Ａと平行な方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３６Ａが、
光入射面１０Ａと直交する方向に並んで配置されていてもよい。このとき、複数の凸部５
０Ａが、一列に並んで配置された複数の凸部５０Ａと、１つの部分電極３２Ａとが１対１
で対応するように配置されていることが好ましい。
【０１１８】
　また、例えば、図４３に示したように、各部分電極３６Ａが、光入射面１０Ａと斜めに
交差する方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３６Ａが、部分電極３６Ａの延在
方向と直交する方向に並んで配置されていてもよい。このとき、複数の凸部５０Ａが、一
列に並んで配置された複数の凸部５０Ａと、１つの部分電極３６Ａとが１対１で対応する
ように配置されていることが好ましい。なお、各凸部５０Ａは、矩形状となっていてもよ
いし、平行四辺形状、または菱形形状となっていてもよい。
【０１１９】
　また、例えば、図４４に示したように、各部分電極３６Ａが、光入射面１０Ａと直交す
る方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３６Ａが、光入射面１０Ａと平行な方向
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に並んで配置されていてもよい。このとき、複数の凸部５０Ａが、一列に並んで配置され
た複数の凸部５０Ａと、１つの部分電極３６Ａとが１対１で対応するように配置されてい
ることが好ましい。
【０１２０】
［変形例８］
　また、上記変形例５～７において、部分電極３６Ａ（または線状電極３６Ｄ）の幅が狭
くなっていてもよい。例えば、線状電極群が１つの線状電極３６Ｂおよび３つの線状電極
３６Ｃで構成されている場合（三次元表示の際の視点数が４の場合）、部分電極３６Ａ（
または線状電極３６Ｄ）の幅が、Ｐ１／２０（＝Ｐ１×（１／４）×（１／５））以下と
なっていてもよい。このようにした場合には、照明装置１における発光線幅（散乱領域の
幅）が狭くなる。その結果、照明装置１を表示装置のバックライトとして用いた場合に、
三次元表示時に、表示装置の正面方向に形成される２重像を見えにくくすることができる
。
【０１２１】
［変形例９］
　また、上記変形例５～８において、互いに隣接する線状電極３６Ｂ同士の間に、線状電
極３６Ｂの幅よりも広い幅の線状電極３６Ｃが設けられていてもよい。
【０１２２】
［変形例１０］
　また、上記実施の形態および上記変形例１～９では、下側電極３２および上側電極３６
のいずれか一方が複数の部分電極で構成されていたが、下側電極３２および上側電極３６
の双方が複数の部分電極で構成されていてもよい。例えば、図４５に示したように、下側
電極３２が帯状の複数の部分電極３２Ａによって構成され、上側電極３６が帯状の複数の
部分電極３６Ａによって構成されていてもよい。このとき、例えば、図４５に示したよう
に、部分電極３２Ａと部分電極３６Ａとが互いに対向していることが好ましい。さらに、
下側電極３２が複数の線状電極３２Ｂ，３２Ｃで構成されると共に、図４６に示したよう
に、上側電極３６が、三次元表示時に部分駆動されず、一括駆動される複数の部分電極３
６Ａで構成されていてもよい。また、上側電極３６が複数の線状電極３６Ｂ，３６Ｃで構
成されると共に、図４７に示したように、下側電極３２が、三次元表示時に部分駆動され
ず、一括駆動される複数の部分電極３２Ａで構成されていてもよい。
【０１２３】
　本変形例では、下側電極３２および上側電極３６が、発光に寄与しない箇所に形成され
なくなるので、下側電極３２または上側電極３６を面全体に形成した場合と比べて、下側
電極３２および上側電極３６による光吸収を低減することができる。
【０１２４】
　また、例えば、図４８～図５１に示したように、下側電極３２が帯状の複数の部分電極
３２Ａで構成されており、上側電極３６が下側電極３２の延在方向と直交する方向に延在
する複数の部分電極３６Ａで構成されていてもよい。このようにした場合には、光変調層
３４のうち、部分電極３２Ａと部分電極３６Ａとが互いに交差する部分（互いに対向する
部分）が、光変調セル３０－１となる。
【０１２５】
　このとき、例えば、図４８、図４９に示したように、各部分電極３２Ａが光入射面１０
Ａと平行な方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが光入射面１０Ａと直交
する方向に並んで配置されていてもよい。さらに、例えば、図４８、図４９に示したよう
に、各部分電極３６Ａが光入射面１０Ａと直交する方向に延在しており、さらに、複数の
部分電極３６Ａが光入射面１０Ａと平行な方向に並んで配置されていてもよい。
【０１２６】
　また、例えば、図５０、図５１に示したように、各部分電極３２Ａが光入射面１０Ａと
直交する方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが光入射面１０Ａと平行な
方向に並んで配置されていてもよい。さらに、例えば、図５０、図５１に示したように、
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各部分電極３６Ａが光入射面１０Ａと平行な方向に延在しており、さらに、複数の部分電
極３６Ａが光入射面１０Ａと直交する方向に並んで配置されていてもよい。
【０１２７】
　図４８～図５１において、各部分電極３２Ａおよび各部分電極３６Ａのいずれか一方が
、三次元表示時に部分駆動される電極となっている。
【０１２８】
　なお、例えば、図５２～図５５に示したように、下側電極３２が帯状の複数の部分電極
３２Ａで構成されており、上側電極３６が下側電極３２の延在方向と斜めに交差する方向
に延在する複数の部分電極３６Ａで構成されていてもよい。
【０１２９】
　このとき、例えば、図５２、図５３に示したように、各部分電極３２Ａが光入射面１０
Ａと平行な方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが光入射面１０Ａと直交
する方向に並んで配置されていてもよい。さらに、例えば、図５２、図５３に示したよう
に、各部分電極３６Ａが光入射面１０Ａと斜めに交差する方向に延在しており、さらに、
複数の部分電極３６Ａが部分電極３６Ａの延在方向と直交する方向に並んで配置されてい
てもよい。
【０１３０】
　また、例えば、図５４、図５５に示したように、各部分電極３２Ａが光入射面１０Ａと
斜めに交差する方向に延在しており、さらに、複数の部分電極３２Ａが部分電極３２Ａの
延在方向と直交する方向に並んで配置されていてもよい。さらに、例えば、図５４、図５
５に示したように、各部分電極３６Ａが光入射面１０Ａと平行な方向に延在しており、さ
らに、複数の部分電極３６Ａが光入射面１０Ａと直交する方向に並んで配置されていても
よい。
【０１３１】
　図５２～図５５において、各部分電極３２Ａおよび各部分電極３６Ａのいずれか一方が
、三次元表示時に部分駆動される電極となっている。
【０１３２】
［変形例１１］
　上記変形例２～１０において、線状電極３２Ｄに含まれる各部分電極３２Ａは、互いに
別個に形成されていてもよいし、例えば、図５６Ａ、図５６Ｂに示したように、細線を介
して互いに連結されていてもよい。線状電極３２Ｄに含まれる各部分電極３２Ａが細線を
介して互いに連結されている場合には、線状電極３２Ｄは、いわゆるステップ状電極とな
っている。本変形例において、照明装置１は、各線状電極３２Ｄに対応して、線状照明光
、または、一列に並んだ複数の点状照明光（実質的には線状照明光）を出射するようにな
っている。
【０１３３】
　また、上記変形例２～１０において、線状電極３６Ｄに含まれる各部分電極３６Ａは、
互いに別個に形成されていてもよいし、例えば、図５７Ａ、図５７Ｂに示したように、細
線を介して互いに連結されていてもよい。線状電極３６Ｄに含まれる各部分電極３６Ａが
細線を介して互いに連結されている場合には、線状電極３６Ｄは、いわゆるステップ状電
極となっている。本変形例において、照明装置１は、各線状電極３６Ｄに対応して、線状
照明光、または、一列に並んだ複数の点状照明光（実質的には線状照明光）を出射するよ
うになっている。
【０１３４】
［変形例１２］
　上記実施の形態および変形例１～１１では、光変調素子３０は、導光板１０の内部に空
気層を介さずに密着して接合されていたが、例えば、図５８に示したように、導光板１０
の上面に空気層を介さずに密着して接合されていてもよい。また、光変調素子３０は、例
えば、図５９に示したように、導光板１０の背後（下面）に空気層を介さずに密着して接
合されていてもよい。
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【０１３５】
［変形例１３］
　上記実施の形態および変形例１～１２では、下側電極３２および上側電極３６の辺部が
直線状となっていたが、非直線状となっていてもよい。例えば、各部分電極３６Ｂ，３６
Ｃにおいて、部分電極３６Ｂのうち部分電極３６Ｃと隣接する辺部が、凹凸形状となって
いてもよい。同様に、各部分電極３６Ｂ，３６Ｃにおいて、部分電極３６Ｃのうち部分電
極３６Ｂと隣接する辺部が、凹凸形状となっていてもよい。また、例えば、各部分電極３
２Ｂ，３２Ｃにおいて、部分電極３２Ｂのうち部分電極３２Ｃと隣接する辺部が、凹凸形
状となっていてもよい。同様に、各部分電極３２Ｂ，３２Ｃにおいて、部分電極３２Ｃの
うち部分電極３２Ｂと隣接する辺部が、凹凸形状となっていてもよい。
【０１３６】
　各部分電極３２Ｂ，３２Ｃ，３６Ｂ，３６Ｃに形成される凹凸形状は、例えば、図６０
Ａ～図６０Ｅに示したように、ジグザグ形状、波形状、ランプ形状、台形状またはランダ
ム形状となっている。なお、図６０Ａ～図６０Ｅにおいて、３６Ｂ（３２Ｂ）は、３６Ｂ
または３２Ｂを意味しており、他の符号についても同様のことを意味している。
【０１３７】
　各部分電極３６Ｂの凹凸形状は、辺部に沿って配列された複数の凸部３６－１によって
構成されており、各部分電極３６Ｃの凹凸形状は、辺部に沿って配列された複数の凸部３
６－２によって構成されている。複数の凸部３６－１および複数の凸部３６－２は、例え
ば、図６０Ａ～図６０Ｅに示したように、互い違いに配置されている。同様に、各部分電
極３２Ｂの凹凸形状は、辺部に沿って配列された複数の凸部３２－１によって構成されて
おり、各部分電極３２Ｃの凹凸形状は、辺部に沿って配列された複数の凸部３２－２によ
って構成されている。複数の凸部３２－１および複数の凸部３２－２は、例えば、図６０
Ａ～図６０Ｅに示したように、互い違いに配置されている。
【０１３８】
　各部分電極３６Ｂの凹凸形状の形成されている辺部と、各部分電極３６Ｃの凹凸形状の
形成されている辺部との間の間隙（スリット部分）の幅が所定の大きさ以下となっている
。同様に、各部分電極３２Ｂの凹凸形状の形成されている辺部と、各部分電極３２Ｃの凹
凸形状の形成されている辺部との間の間隙（スリット部分）の幅も所定の大きさ以下とな
っている。各凸部３６－１の先端３６－３は、例えば、図６０Ａ～図６０Ｅに示したよう
に、互いに隣接する２つの凸部３６－２の間に形成される凹部３６－４の外に配置されて
いる。同様に、各凸部３２Ｄの先端３２－３は、例えば、図６０Ａ～図６０Ｅに示したよ
うに、互いに隣接する２つの凸部３２－３の間に形成される凹部３２－４の外に配置され
ている。
【０１３９】
　なお、各凸部３６－１の先端３６－３は、例えば、図６１Ａ～図６１Ｅに示したように
、凹部３６－４の中に配置されていてもよい。同様に、各凸部３２－１の先端３２－３は
、例えば、図６１Ａ～図６１Ｅに示したように、凹部３２－４の中に配置されていてもよ
い。図６１Ａ～図６１ＥＥに示したレイアウトでは、図６０Ａ～図６０Ｅに示したレイア
ウトと比べて、スリット部分の幅をより狭くすることが可能である。
【０１４０】
　電極の辺部に凹凸を設けることにより、線状照明光の輝度プロファイルのエッジをぼや
かすことが可能であるが、線状照明光の輝度プロファイルのエッジをあまりぼやかしたく
ない場合には、スリット部分の幅はできるだけ狭い方が好ましい。一方、線状照明光の輝
度プロファイルのエッジを積極的にぼやかしたい場合には、スリット部分の幅は狭くなり
過ぎないようにすることが好ましい。線状照明光の輝度プロファイルのエッジをぼやかし
た場合には、例えば、観察者（図示せず）が動いたときに表示映像が突然切り替わるのを
なくすることが可能である。
【０１４１】
　なお、各部分電極３６Ｂおよび各部分電極３６Ｃにおいて、互いに隣接する辺部の双方
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に対して必ずしも凹凸形状が設けられている必要はなく、いずれか一方の辺部にだけ凹凸
形状が設けられていてもよい。同様に、各部分電極３２Ｂおよび各部分電極３２Ｃにおい
て、互いに隣接する辺部の双方に対して必ずしも凹凸形状が設けられている必要はなく、
いずれか一方の辺部にだけ凹凸形状が設けられていてもよい。
【０１４２】
［変形例１４］
　上記実施の形態および変形例１～１３では、下側電極３２および上側電極３６には、そ
の内部にパターニングが施されていなかったが、下側電極３２および上側電極３６の少な
くとも一方の内部にパターニングが施されていてもよい。この場合に、下側電極３２およ
び上側電極３６のうちパターニングされた電極のパターン密度が光源２０からの距離に応
じて異なっていてもよい。
【０１４３】
　下側電極３２または上側電極３６が面状電極からなる場合には、例えば、図６２、図６
３に示したように、下側電極３２または上側電極３６に複数の開口Ｈが設けられており、
開口Ｈの密度が、上側電極３６または下側電極３２全体に関して光源２０（光入射面１０
Ａ）からの距離に応じて異なっている。なお、下側電極３２および上側電極３６の双方が
、複数の開口Ｈを有する面状電極となっており、開口Ｈの密度が下側電極３２および上側
電極３６の双方において、光源２０からの距離に応じて異なっていてもよい。開口Ｈの形
状は、例えば、図６２、図６３に示したように円形状となっている。なお、開口Ｈの形状
は、それ以外の形状であってもよく、例えば、楕円形状、多角形状であってもよい。図６
２に示した例では、開口Ｈの径ｒは、光源２０からの距離に拘わらず一定（ｒ＝ａ1）と
なっており、単位面積当たりの開口Ｈの数が、光源２０からの距離が遠くなるにつれて少
なくなっている。また、図６３に示した例では、単位面積当たりの開口Ｈの数は、光源２
０からの距離に拘わらず一定となっており、開口Ｈの径ｒが、光源２０からの距離が遠く
なるにつれて小さくなっている。なお、図６３には、光源２０近傍の径ｒがａ2となって
おり、光源２０から最も離れたところの径ｒがａ3（＜ａ2）となっている場合が例示され
ている。従って、図６２、図６３のいずれの例においても、開口Ｈの密度（単位面積当た
りの開口Ｈの占有率）が、光源２０からの距離が遠くなるにつれて疎になっている（小さ
くなっている）。言い換えると、上側電極３６または下側電極３２のパターン密度（上側
電極３６または下側電極３２のうち開口Ｈ以外の部分の単位面積当たりの占有率）が、光
源２０からの距離が遠くなるにつれて密になっている（大きくなっている）。
【０１４４】
　下側電極３２または上側電極３６が複数の部分電極からなる場合には、例えば、図６４
、図６５に示したように、部分電極３２Ａ，３６Ａに複数の開口Ｈが設けられており、開
口Ｈの密度が、部分電極３２Ａ，３６Ａごとに光源２０（光入射面１０Ａ）からの距離に
応じて異なっている。各部分電極３２Ａ，３６Ａについては、開口Ｈの密度が、光源２０
からの距離に応じて異なっていてもよいし、光源２０からの距離に拘わらず一定となって
いてもよい。なお、部分電極３２Ａ，３６Ａの双方が、複数の開口Ｈを有しており、開口
Ｈの密度が部分電極３２Ａ，３６Ａの双方において、部分電極３２Ａ，３６Ａごとに光源
２０からの距離に応じて異なっていてもよい。開口Ｈの形状は、それ以外の形状であって
もよく、例えば、楕円形状、多角形状であってもよい。図６４に示した例では、開口Ｈの
径ｒは、光源２０からの距離に拘わらず一定（ｒ＝ａ1）となっており、単位面積当たり
の開口Ｈの数が、光源２０からの距離が遠くなるにつれて少なくなっている。また、図６
５に示した例では、単位面積当たりの開口Ｈの数は、光源２０からの距離に拘わらず一定
となっており、開口Ｈの径ｒが、光源２０からの距離が遠くなるにつれて小さくなってい
る。なお、図６５には、光源２０近傍の径ｒがａ2となっており、光源２０から最も離れ
たところの径ｒがａ3（＜ａ2）となっている場合が例示されている。従って、図６４、図
６５のいずれの例においても、開口Ｈの密度（単位面積当たりの開口Ｈの占有率）が、光
源２０からの距離が遠くなるにつれて疎になっている（小さくなっている）。言い換える
と、部分電極３２Ａ，３６Ａのパターン密度（部分電極３２Ａ，３６Ａのうち開口Ｈ以外
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の部分の単位面積当たりの占有率）が、光源２０からの距離が遠くなるにつれて密になっ
ている（大きくなっている）。
【０１４５】
　本変形例では、下側電極３２および上側電極３６の少なくとも一方の内部がパターニン
グされている。さらに、下側電極３２および上側電極３６のうちパターニングされた電極
のパターン密度が電極全体に関して光源２０からの距離に応じて異なっている。そのため
、光出射領域における透過領域３０Ａおよび散乱領域３０Ｂの密度分布を所望の分布にす
ることができる。これにより、照明装置１の光出射領域のうち光源２０側の領域の輝度を
、光変調素子３０を設けていない場合よりも低く抑え、かつ照明装置１の光出射領域のう
ち光源２０から離れた領域の輝度を、光変調素子３０を設けていない場合よりも高くする
ことができる。その結果、例えば、照明装置１の光出射領域全体を暗状態とした場合だけ
でなく、例えば、照明装置１の光出射領域全体を明状態とした場合にも、面内輝度を均一
化することができる。従って、例えば、光源２０に近い領域と、光源２０から遠い領域と
において白表示をしたときに、双方の領域の白輝度を等しくすることが可能となる。また
、例えば、白表示する領域よりも光源２０に近い領域と、白表示する領域よりも光源２０
から遠い領域とにおいて黒表示をしたときに、これらの領域の黒輝度を等しくすることが
可能となる。以上のことから、本変形例では、面内輝度を均一化しつつ、変調比を高くす
ることができる。
【０１４６】
　さらに、本変形例において、パターニング密度分布の設計例および計算例を示す。例え
ば、下側電極３２および上側電極３６のいずれか一方が、図６６のＡに示したようなパタ
ーニング密度分布を有していてもよい。なお、図６６のＢは、下側電極３２および上側電
極３６のいずれに対しても、光源２０からの距離に応じたパターニングがなされていない
ときのパターン密度分布を示している。
【０１４７】
　下側電極３２および上側電極３６のいずれか一方が、図６６のＡに示したようなパター
ニング密度分布を有している場合には、図６７のＡに示したように、照明装置１の面内輝
度を均一化することができる。なお、図６７のＢは、下側電極３２および上側電極３６の
いずれに対しても、光源２０からの距離に応じたパターニングがなされていないときの面
内輝度分布を示している。
【０１４８】
［変形例１５］
　上記実施の形態および変形例１～１４において、各部分電極３２Ａに対して、光源２０
からの距離に拘わらず同一の電圧が駆動回路６０から印加されるようになっていてもよい
し、光源２０からの距離に応じた電圧が駆動回路６０から印加されるようになっていても
よい。同様に、上記各実施の形態およびそれらの変形例において、各部分電極３６Ａに対
して、光源２０からの距離に拘わらず同一の電圧が駆動回路６０から印加されるようにな
っていてもよいし、光源２０からの距離に応じた電圧が駆動回路６０から印加されるよう
になっていてもよい。
【０１４９】
　上述したように、各部分電極３２Ａまたは各部分電極３６Ａに対して光源２０からの距
離に応じた電圧が印加される場合には、照明装置１上面の一部分だけが白輝度となるよう
な照明光を出力したときに、その白輝度となる部分が光源２０に近いときと、光源２０か
ら遠いときとで、白輝度の大きさに差が生じる虞を低減することができる。
【０１５０】
［変形例１６］
　上記実施の形態および変形例１～１５において、例えば、各部分電極３２Ａが、さらに
複数の微小電極によって構成されていてもよい。同様に、各部分電極３６Ａが、さらに複
数の微小電極によって構成されていてもよい。
【０１５１】
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［変形例１７］
　上記実施の形態および変形例１～１６において、駆動回路６０は、散乱領域３０Ｂを光
入射面１０Ａと直交する方向に走査するように、下側電極３２および上側電極３６に電圧
を印加するようにしてもよい。例えば、図６８、図６９、図７０に順に示したように、駆
動回路６０による下側電極３２および上側電極３６への電圧印加により、散乱領域３０Ｂ
を、光入射面１０Ａと直交する方向に遷移させることができる。
【０１５２】
　ここで、照明装置１を表示パネル（図示せず）のバックライトとして用いた場合、駆動
回路６０は、散乱領域３０Ｂの走査方向を、表示パネルの画素の走査方向と同じ方向とし
、散乱領域３０Ｂの走査を、表示パネルの画素の走査と同期して行うようにすることが好
ましい。このようにした場合には、高輝度で、しかも動画応答性（ぼけ）の改善された表
示が可能となる。
【０１５３】
　さらに、駆動回路６０は、散乱領域３０Ｂを順次駆動しつつ、光源２０からの距離や外
部から入力される映像信号も考慮して、光源２０の光量を調節するようになっていてもよ
い。このとき、駆動回路６０は、散乱領域３０Ｂの走査方向を、表示パネルの画素の走査
方向と同じ方向とし、散乱領域３０Ｂの走査を、表示パネルの画素の走査と同期して行う
ようにすることが好ましい。このようにした場合には、低消費電力で、しかも動画応答性
（ぼけ）の改善された表示が可能となる。
【０１５４】
［変形例１８］
　上記実施の形態および変形例１～１７において、光源２０は、例えば、図７１Ａに示し
たように、線状光源２１と、反射ミラー２２とにより構成されていてもよい。線状光源２
１は、例えば、ＨＣＦＬ、またはＣＣＦＬからなる。反射ミラー２２は、線状光源２１か
ら発せられた光のうち光入射面１０Ａに直接入射しない方向に向かう光を光入射面１０Ａ
側に反射するものである。光源２０は、例えば、図７１Ｂまたは図７１Ｃに示したように
、複数の点状光源２３を一列に配置して構成されたものであってもよい。各点状光源２３
は、光入射面１０Ａに向かって光を射出するようになっており、例えば、光入射面１０Ａ
との対向面に発光スポットを有する発光素子からなる。そのような発光素子としては、例
えば、ＬＥＤ、または、レーザダイオード（ＬＤ；Laser Diode）などが挙げられる。効
率、薄型化、均一性の観点からは、各点状光源２３がホワイトＬＥＤであることが好まし
い。なお、光源２０に含まれる複数の点状光源２３が、例えば、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ
および青色ＬＥＤを含んで構成されていてもよい。
【０１５５】
　複数の点状光源２３は、例えば、図７１Ｂ，図７１Ｃに示したように、２個以上の点状
光源２３ごとに、共通の基板２４上に設けられていてもよい。この場合、１つの基板２４
と、その基板２４上に設けられた複数の点状光源２３とにより、光源ブロック２５が構成
されている。基板２４は、例えば、点状光源２３と駆動回路６０とを電気的に接続する配
線が形成された回路基板であり、各点状光源２３は、この回路基板上に実装されている。
共通の基板２４上に設けられた各点状光源２３（光源ブロック２５内の各点状光源２３）
は、駆動回路６０によって一括で（非独立に）駆動されるようになっており、例えば、図
示しないが、互いに並列に、または互いに直列に、接続されている。また、互いに異なる
基板２４上に設けられた点状光源２３（各光源ブロック２５内の点状光源２３）は、駆動
回路６０によって互いに独立に駆動されるようになっていてもよい。このとき、互いに異
なる基板２４上に設けられた点状光源２３（各光源ブロック２５内の点状光源２３）は、
例えば、図７１Ｃに示したように、互いに異なる電流経路に接続されている。
【０１５６】
　光源２０は、図７１Ａ～図７１Ｃに示したように、導光板１０の１つの側面にだけ設け
られていてもよいし、図示しないが、導光板１０の２つの側面、３つの側面または全ての
側面に設けられていてもよい。また、光源２０が３つの側面または全ての側面に設けられ
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ている場合には、部分点灯を行うときにだけ、互いに対向する２つの側面に設けられた光
源２０だけを点灯させ、全面点灯を行うときに全ての光源２０を点灯させるようにしても
よい。
【０１５７】
［変形例１９］
　上記実施の形態および変形例１～１８において、導光板１０が、例えば、図７２Ａに示
したように、帯状の複数の凸部１１を上面に有していてもよい。なお、導光板１０は、例
えば、図７２Ｂに示したように、帯状の複数の凸部１１を下面に有していてもよい。また
、導光板１０は、例えば、図示しないが、帯状の複数の凸部１１を導光板１０の内部に有
していてもよい。また、導光板１０の内部が空洞状になっていてもよいし、密に充填され
ていてもよい。
【０１５８】
　各凸部１１は、光入射面１０Ａの法線と平行な方向に延在しており、例えば、図７２Ａ
，図７２Ｂに示したように、導光板１０の一の側面から、その側面と対向する他の側面ま
で連続して形成されている。各凸部１１の配列方向の断面は、例えば、矩形状、台形状、
または三角形状となっている。各凸部１１の配列方向の断面が矩形状となっている場合に
は、光の直進性が非常に高く、大型のバックライトに適している。各凸部１１の配列方向
の断面が台形状となっている場合には、射出成型、溶融押し出し成型、熱プレス成型など
で各凸部１１を形成する際に使用する金型の加工が容易であり、かつ成型時の離型性もよ
く、欠陥の減少による歩留まりや成型速度を向上させることができる。
【０１５９】
　互いに隣り合う凸部１１同士の間には、平坦面が設けられていてもよいし、平坦面がな
くてもよい。各凸部１１の高さは、面内で均一になっていてもよいし、面内で不均一にな
っていてもよい。例えば、図７３Ａ，図７３Ｂに示したように、導光板１０の１つの側面
が光入射面１０Ａとなっているときに、各凸部１１の高さが、光入射面１０Ａ側で相対的
に低く、光入射面１０Ａと対向する側面側で相対的に高くなっていてもよい。また、例え
ば、導光板１０の側面のうち互いに対向する一対の側面が光入射面１０Ａとなっていると
きに、各凸部１１の高さが、双方の光入射面１０Ａおよびその近傍で相対的に低く、それ
以外の部分で相対的に高くなっていてもよい。各凸部１１のうち、光入射面１０Ａおよび
その近傍の高さは、ゼロまたは実質的にゼロとなっていてもよい。例えば、図７３Ａ，図
７３Ｂに示したように、各凸部１１の高さが、光入射面１０Ａ側から、光入射面１０Ａか
ら遠ざかるにつれて高くなっていてもよい。このとき、各凸部１１の高さが、光入射面１
０Ａ側から、光入射面１０Ａと対向する側面側に向かう中途で、一定になるようになって
いてもよい。なお、図７３Ａに示したような高さの不均一な複数の凸部１１が導光板１０
の上面以外の箇所に設けられていてもよく、例えば、導光板１０の下面または内部に設け
られていてもよい。
【０１６０】
　上述のように、凸部１１の高さ（言い換えると、凸部１１同士の間に形成される溝の深
さ）を変えることにより、光の直進性を変化させることができる。例えば、図７２Ａ，図
７２Ｂに示したように、各凸部１１を光入射面１０Ａおよびその近傍にも設けた場合には
、例えば、図７４Ａに例示したように、１つの光源ブロック２５を点灯させると、その光
源ブロック２５から出力された光Ｌ１は、横方向（幅方向）にあまり広がらずに導光板１
０内を伝播するようになる。この場合、光入射面１０Ａの近傍において、点状光源２３同
士の間に暗い部分が発生する場合があり、その場合には、画質が低下する虞がある。そこ
で、そのような場合には、例えば、図７３Ａ，図７３Ｂに示したように、各凸部１１の高
さを光入射面１０Ａおよびその近傍で相対的に低くしたり、またはゼロにしたりすること
が好ましい。このようにすることにより、光源ブロック２３から出力された光Ｌ１を、例
えば、図７４Ｂに示したように、光入射面１０Ａおよびその近傍において、点状光源２３
の発散角で横方向（幅方向）に広げ、光入射面１０Ａから離れた領域においては、ほぼ一
定の幅で伝播させることができる。
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【０１６１】
［変形例２０］
　上記変形例１９において、光源２０が、例えば、図７１Ｂまたは図７１Ｃに示したよう
に、複数の光源ブロック２５を一列に配置して構成されたものであってもよい。この場合
に、互いに隣接する２つの光源ブロック２５の間隙が広くなっているときには、開口Ｈの
、単位面積あたりの密度が、光入射面１０Ａと平行な方向において、光源ブロック２５寄
りの箇所で相対的に大きく、光源ブロック２５から離れた箇所で相対的に小さくなってい
てもよい。例えば、図７５、図７７に示したように、開口Ｈ（半径一定）の、単位面積あ
たりの数が、光入射面１０Ａと平行な方向において、光源ブロック２５寄りの箇所で相対
的に多く、光源ブロック２５から離れた箇所で相対的に少なくなっていてもよい。また、
例えば、図７６、図７８に示したように、開口Ｈの半径が、光入射面１０Ａと平行な方向
において、光源ブロック２５寄りの箇所で相対的に大きく、光源ブロック２５から離れた
箇所で相対的に小さくなっていてもよい。このようにした場合には、光入射面１０Ａと平
行な方向において、光源ブロック２５寄りの輝度を、開口Ｈを設けていない場合よりも低
く抑え、かつ光源ブロック２１から離れた箇所の輝度を、開口Ｈを設けていない場合より
も高くすることができる。その結果、例えば、照明装置１の光射出領域全体を明状態とし
た場合に、面内輝度を均一化することができる。例えば、光入射面１０Ａから２ｍｍ離れ
た箇所でのパターニング密度が図９１のＡに示したような分布となっている場合には、図
８０のＡに示したように、光入射面１０Ａと平行な方向において、面内輝度を均一化する
ことができる。一方、例えば、光入射面１０Ａから２ｍｍ離れた箇所でのパターニング密
度が図７９のＢに示したような平坦な分布となっている場合には、図８０のＢに示したよ
うに、光入射面１０Ａと平行な方向において、面内輝度が大きく変化してしまう。なお、
本変形例において、光源ブロック２５の代わりに、点状光源２３が用いられている場合に
は、開口Ｈの、単位面積あたりの密度が、光入射面１０Ａと平行な方向において、点状光
源２３寄りの箇所で相対的に大きく、点状光源２３から離れた箇所で相対的に小さくなっ
ていてもよい。このようにした場合にも、光入射面１０Ａと平行な方向において、面内輝
度を均一化することができる。
【０１６２】
［変形例２１］
　上記実施の形態および変形例１～２０において、各線状電極３２Ｄが、面内の一の方向
（光入射面１０Ａに平行な方向）に延在している場合に、線状電極３２Ｂの幅Ｗ１および
線状電極３２Ｃの幅Ｗ３が、光源２０からの距離に応じて異なっていてもよい。例えば、
図８１に示したように、線状電極３２Ｂの幅Ｗ１および線状電極３２Ｃの幅Ｗ３が、光源
２０寄りの箇所で相対的に小さく、光源２０から離れた箇所で相対的に大きくなっていて
もよい。このようにした場合には、例えば、照明装置１の光射出領域全体を明状態とした
場合に、面内輝度を均一化することができる。また、例えば、光入射面１０Ａと直交する
方向において、光源２０に近い領域と、光源２０から遠い領域とにおいて白表示をしたと
きに、双方の領域の白輝度を等しくすることが可能となる。なお、図８１には、各線状電
極群において、線状電極３２Ｂ，３２Ｃの幅Ｗ１，Ｗ３（Ｘ軸方向の幅）が光源２０から
の距離に応じて異なっている場合が例示されている。図示しないが、各線状電極群におい
て、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＹ軸方向の幅が光源２０からの距離に応じて異なっていて
もよく、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＸ軸方向の幅とＹ軸方向の幅の両方が光源２０からの
距離に応じて異なっていてもよい 。
【０１６３】
　なお、図８２に示したように、線状電極３２Ｄの代わりに、面内の一の方向（光入射面
１０Ａに平行な方向）に延在する部分電極３２Ａが設けられていてもよい。このようにし
た場合には、例えば、照明装置１の光射出領域全体を明状態としたときに、面内輝度を均
一化することができる。また、例えば、光入射面１０Ａと直交する方向において、光源２
０に近い領域と、光源２０から遠い領域とにおいて白表示をしたときに、双方の領域の白
輝度を等しくすることが可能となる。
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【０１６４】
　また、図８３に示したように、各線状電極３２Ｄが、光入射面１０Ａと斜めに交差する
方向に延在していてもよい。このようにした場合であっても、上記と同様の効果を得るこ
とができる。ここで、各線状電極３２Ｄの延在方向は、後述の表示パネル２１０（後述の
図９６参照）の画素の配列方向と交差する方向に延在していることが好ましい。このよう
にした場合には、三次元表示時に、光入射面１０Ａの法線と平行な方向の解像度と、光入
射面１０Ａと平行な方向の解像度との差を小さくすることができる。なお、図８３では、
線状電極群が、光入射面１０Ａと直交する方向において、ピッチＰ１ごとに分割されず、
連続している場合が例示さている。なお、図８４に示したように、線状電極群が、光入射
面１０Ａと直交する方向において、ピッチＰ１ごとに分割されていてもよい。なお、図８
３、図８４には、各線状電極群において、線状電極３２Ｂ，３２Ｃの幅Ｗ１，Ｗ３（Ｘ軸
方向の幅）が光源２０からの距離に応じて異なっている場合が例示されている。図示しな
いが、各線状電極群において、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＹ軸方向の幅が光源２０からの
距離に応じて異なっていてもよく、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＸ軸方向の幅とＹ軸方向の
幅の両方が光源２０からの距離に応じて異なっていてもよい 。
【０１６５】
　また、図８５に示したように、線状電極３２Ｄの代わりに、光入射面１０Ａと斜めに交
差する方向に延在する部分電極３２Ａが設けられていてもよい。このようにした場合でも
、上記と同様の効果を得ることができる。なお、図８５には、線状電極群が、光入射面１
０Ａと直交する方向において、ピッチＰ１ごとに分割されず連続して延在している場合が
例示されているが、図示しないが、ピッチＰ１ごとに分割されていてもよい。また、図８
５には、各線状電極群において、線状電極３２Ｂ，３２Ｃの幅Ｗ１，Ｗ３が光源２０から
の距離に応じて異なっている場合が例示されている。
【０１６６】
　また、図８６に示したように、各線状電極３２Ｄが、光入射面１０Ａと直交する方向に
延在していてもよい。このようにした場合であっても、上記と同様の効果を得ることがで
きる。なお、図８６には、線状電極群が、光入射面１０Ａと直交する方向において、分割
されていない場合が例示されているが、図示しないが、所定の長さごとに分割されていて
もよい。また、図８６には、各線状電極群において、線状電極３２Ｂ，３２Ｃの幅Ｗ１，
Ｗ３（Ｙ軸方向の幅）が光源２０からの距離に応じて異なっている場合が例示されている
。なお、図示しないが、各線状電極群において、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＸ軸方向の幅
が光源２０からの距離に応じて異なっていてもよく、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＸ軸方向
の幅とＹ軸方向の幅の両方が光源２０からの距離に応じて異なっていてもよい。
【０１６７】
　また、図８７に示したように、線状電極３２Ｄの代わりに、光入射面１０Ａと直交する
方向に延在する部分電極３２Ａが設けられていてもよい。このようにした場合でも、上記
と同様の効果を得ることができる。なお、図８７には、部分電極３２Ａが、光入射面１０
Ａと直交する方向において、分割されていない場合が例示されているが、図示しないが、
所定の長さごとに分割されていてもよい。なお、図示しないが、各線状電極群において、
線状電極３２Ｂ，３２ＣのＸ軸方向の幅が光源２０からの距離に応じて異なっていてもよ
く、また、線状電極３２Ｂ，３２ＣのＸ軸方向とＹ軸方向の幅の両方が光源２０からの距
離に応じて異なっていてもよい。
【０１６８】
［変形例２２］
　また、上記実施の形態および変形例１～２１において、透明基板３１および透明基板３
７のうち少なくとも一方が、導光板１０と一体に形成されたものであってもよい。例えば
、上記各実施の形態、第１変形例および第２変形例において、透明基板３７が導光板１０
と接している場合には、例えば、図８８に示したように、透明基板３７が導光板１０と一
体に形成されていてもよい。このとき、透明基板３７は、本技術の「第１基板」または「
第２基板」の一具体例に相当する。また、例えば、上記実施の形態および変形例１～２１
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において、透明基板３１が導光板１０と接している場合には、例えば、図８９に示したよ
うに、透明基板３１が導光板１０と一体に形成されていてもよい。このとき、透明基板３
１は、本技術の「第１基板」または「第２基板」の一具体例に相当する。また、例えば、
上記各実施の形態および変形例１～２１において、透明基板３１，３７がともに導光板１
０と接している場合には、例えば、図９０に示したように、透明基板３１，３７が導光板
１０と一体に形成されていてもよい。このとき、透明基板３１または透明基板３７が、本
技術の「第１基板」または「第２基板」の一具体例に相当する。
【０１６９】
［変形例２３］
　また、上記各実施の形態および変形例１～２２において、反射板４０の代わりに、光反
射抑制層が設けられていてもよい。光反射抑制層は、例えば、低反射率材料が基材の表面
に塗布されたものであってもよいし、光を吸収する材料が基材の表面に塗布されたもので
あってもよい。例えば、図９１に示したように、反射板４０の代わりに、光反射抑制層９
０が設けられていてもよい。光反射抑制層９０は、例えば、低反射率材料が基材の表面に
塗布されたもの、または、光を吸収する材料が基材の表面に塗布されたものからなる。こ
のように、光反射抑制層９０を設けることにより、反射板４０を設けたときに反射板４０
で反射された光が透過領域３０Ａを透過して表示パネル２１０に入射する割合を低く抑え
ることができる。その結果、コントラストを上げることができる。
【０１７０】
［変形例２４］
　また、上記各実施の形態および変形例１～２３において、配向膜３３，３５として水平
配向膜が用いられていたが、垂直配向膜が用いられていてもよい。ただし、その場合には
、微粒子３４Ｂ内に含まれる液晶分子として、負の誘電率異方性を有するもの（いわゆる
ネガ型液晶）を用いることが好ましい。
【０１７１】
［変形例２５］
　また、上記実施の形態および変形例１～２４において、光変調層３４との関係で光出射
面１Ａ側に配置された透明部材（透明基板３７および導光板１０）の厚さを薄くしてもよ
い。このようにした場合には、集光率が低下するので、照明装置１における発光線幅（散
乱領域の幅）が狭くなる。その結果、照明装置１を表示装置のバックライトとして用いた
場合に、三次元表示時に、表示装置の正面方向に形成される２重像を見えにくくすること
ができる。また、集光率の低下により、三次元表示の際の視差方向の視野角がレンズシー
ト５０によってあまり狭まらず、実用に耐え得る十分な大きさとすることができる。
【０１７２】
＜３．第２の実施の形態＞
　上記実施の形態および変形例１～２５に係る照明装置１を備えた、テレビ放送信号の受
送信システムについて説明する。
【０１７３】
　図９２は、本技術の第２の実施の形態に係る、テレビ放送信号１００Ａの受送信システ
ムの構成例を示すブロック図である。この受送信システムは、例えば、有線（ケーブルＴ
Ｖなど）や無線（地上デジタル波、衛星波など）を介してテレビ放送信号を送信する送信
側装置１００と、上記の有線や無線を介して送信側装置１００からのテレビ放送信号を受
信する受信側装置２００とを備えている。なお、受信側装置２００が本技術の「表示装置
」の一具体例に相当する。
【０１７４】
　テレビ放送信号１００Ａは、二次元表示（平面表示）用の映像データ、または三次元表
示（立体表示）用の映像データを含んでいる。ここで、二次元表示用の映像データとは、
視点情報を持たない二次元映像データを指している。また、三次元表示用の映像データと
は、視点情報を持った二次元映像データを指しており、三次元表示用の映像データは、視
点が互いに異なる複数の二次元映像データを含んで構成されている。送信側装置１００は
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、例えば、放送局に設置されたテレビ放送信号送信装置、またはインターネット上のサー
バなどである。
【０１７５】
（受信側装置２００の機能ブロック）
　図９３は、受信側装置２００の構成例を示すブロック図である。受信側装置２００は、
例えば、上記の有線や無線に接続可能なテレビジョンである。受信側装置２００は、例え
ば、アンテナ端子２０１、デジタルチューナ２０２、デマルチプレクサ２０３、演算回路
２０４、およびメモリ２０５を有している。受信側装置２００は、また、例えば、デコー
ダ２０６、映像信号処理回路２０７、グラフィック生成回路２０８、パネル駆動回路２０
９、表示パネル２１０、バックライト２１１、音声信号処理回路２１２、音声増幅回路２
１３、およびスピーカ２１４を有している。受信側装置２００は、さらに、例えば、リモ
コン受信回路２１５、およびリモコン送信機２１６を有している。
【０１７６】
　なお、バックライト２１１が、上記各実施の形態および変形例１～２５に係る照明装置
１に相当する。また、表示パネル２１０が本技術の「表示パネル」の一具体例に相当し、
バックライト２１１が本技術の「照明装置」の一具体例に相当する。
【０１７７】
　アンテナ端子２０１は、受信アンテナ（図示せず）で受信されたテレビ放送信号を入力
する端子である。デジタルチューナ２０２は、例えば、アンテナ端子２０１に入力された
テレビ放送信号を処理して、ユーザの選択チャネルに対応した所定のトランスポートスト
リームを出力するようになっている。デマルチプレクサ２０３は、例えば、デジタルチュ
ーナ２０２で得られたトランスポートストリームから、ユーザの選択チャネルに対応した
パーシャルＴＳ（Transport Stream）を抽出するようになっている。
【０１７８】
　演算回路２０４は、受信側装置２００の各部の動作を制御するものである。演算回路２
０４は、例えば、デマルチプレクサ２０３で得られたパーシャルＴＳをメモリ２０５内に
格納したり、メモリ２０５から読み出したパーシャルＴＳをデコーダ２０６に送信したり
するようになっている。また、演算回路２０４は、例えば、二次元表示または三次元表示
を指定する制御信号２０４Ａを映像信号処理回路２０７およびバックライト２１１に送信
するようになっている。演算回路２０４は、上記の制御信号２０４Ａを、例えば、メモリ
２０５内に格納された設定情報、パーシャルＴＳに含まれる所定の情報、またはリモコン
受信回路２１５から入力された設定情報に基づいて設定するようになっている。
【０１７９】
　メモリ２０５は、例えば、受信側装置２００の設定情報の格納およびデータ管理を行う
ものである。メモリ２０５は、例えば、デマルチプレクサ２０３で得られたパーシャルＴ
Ｓや、表示方法などの設定情報を格納することが可能となっている。
【０１８０】
　デコーダ２０６は、例えば、デマルチプレクサ２０３で得られたパーシャルＴＳに含ま
れる映像ＰＥＳ(Packetized Elementary Stream)パケットに対してデコード処理を行うこ
とにより映像データを得るようになっている。デコーダ２０６は、また、例えば、デマル
チプレクサ２０３で得られたパーシャルＴＳに含まれる音声ＰＥＳパケットに対してデコ
ード処理を行うことにより音声データを得るようになっている。ここで、映像データとは
、二次元表示用の映像データ、または三次元表示用の映像データを指している。
【０１８１】
　映像信号処理回路２０７およびグラフィック生成回路２０８は、例えば、デコーダ２０
６で得られた映像データに対して、必要に応じてマルチ画像処理、グラフィックスデータ
の重畳処理等を行うようになっている。
【０１８２】
　映像信号処理回路２０７は、演算回路２０４から制御信号２０４Ａとして三次元表示を
指定する信号が入力された場合であって、かつ、デコーダ２０６から入力された映像デー
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タが三次元表示用の映像データであったときには、例えば、デコーダ２０６から入力され
た三次元表示用の映像データに含まれる、視点の互いに異なる複数の二次元映像データを
用いて１つの二次元映像データを作成し、作成した二次元映像データを、グラフィック生
成回路２０８に出力する映像データとして選択するようになっている。例えば、三次元表
示用の映像データに、視点の互いに異なる２つの二次元映像データが含まれている場合に
は、映像信号処理回路２０７は、２つの二次元映像データを、水平方向に１つずつ交互に
並べる処理を各行で行っていき、２つの二次元映像データが水平方向に交互に並んだ１つ
の映像データを作成するようになっている。同様に、例えば、三次元表示用の映像データ
に、視点の互いに異なる４つの二次元映像データが含まれている場合には、映像信号処理
回路２０７は、４つの二次元映像データを、水平方向に１つずつ周期的に並べる処理を各
行で行っていき、４つの二次元映像データが水平方向に１つずつ周期的に並んだ１つの映
像データを作成するようになっている。
【０１８３】
　映像信号処理回路２０７は、演算回路２０４から制御信号２０４Ａとして二次元表示を
指定する信号が入力された場合であって、かつ、デコーダ２０６から入力された映像デー
タが三次元表示用の映像データであったときには、例えば、デコーダ２０６から入力され
た三次元表示用の映像データに含まれる、視点の互いに異なる複数の二次元映像データの
いずれか１つの映像データを、グラフィック生成回路２０８に出力する映像データとして
選択するようになっている。映像信号処理回路２０７は、演算回路２０４から制御信号２
０４Ａとして二次元表示を指定する信号が入力された場合であって、かつ、デコーダ２０
６から入力された映像データが二次元表示用の映像データであったときには、例えば、デ
コーダ２０６から入力された二次元表示用の映像データを、グラフィック生成回路２０８
に出力する映像データとして選択するようになっている。
【０１８４】
　グラフィック生成回路２０８は、例えば、画面表示の際に使用するＵＩ（User Interfa
ce）画面を生成するようになっている。パネル駆動回路２０９は、例えば、グラフィック
生成回路２０８から出力された映像データに基づいて表示パネル２１０を駆動するように
なっている。
【０１８５】
　表示パネル２１０の構成は、後に詳述する。音声信号処理回路２１２は、例えば、デコ
ーダ２０６で得られた音声データに対してＤ／Ａ変換等の処理を行うようになっている。
音声増幅回路２１３は、例えば、音声信号処理回路２１２から出力された音声信号を増幅
してスピーカ２１４に供給するようになっている。
【０１８６】
　リモコン受信回路２１５は、例えば、リモコン送信機２１６から送信されたリモートコ
ントロール信号を受信し、演算回路２０４に供給するようになっている。演算回路２０４
は、例えば、リモートコントロール信号に従って受信側装置２００の各部を制御するよう
になっている。
【０１８７】
（受信側装置２００の断面構成）
　図９４は、受信側装置２００における表示部の断面構成の一例を表したものである。な
お、図９４は、模式的に表したものであり、実際の寸法や形状と同一であるとは限らない
。受信側装置２００は、表示パネル２１０と、表示パネル２１０の背後に配置されたバッ
クライト２１１とを備えている。
【０１８８】
　表示パネル２１０は、映像信号に応じてバックライト２１１からの照明光を変調するこ
とにより映像光を生成するものである。表示パネル２１０は、２次元配置された複数の画
素を有しており、各画素または特定の画素が駆動されることにより映像を表示するもので
ある。表示パネル２１０は、例えば、映像信号に応じて各画素または特定の画素が駆動さ
れる透過型の液晶表示パネル（ＬＣＤ（Liquid Crystal Display））であり、液晶層を一
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対の透明基板で挟み込んだ構造を有している。表示パネル２１０は、例えば、図示しない
が、バックライト２１１側から順に、偏光板、透明基板、画素電極、配向膜、液晶層、配
向膜、共通電極、カラーフィルタ、透明基板および偏光板を有している。なお、表示パネ
ル２１０において、透明基板、画素電極、配向膜、液晶層、配向膜、共通電極、カラーフ
ィルタおよび透明基板からなる積層体が図９５の液晶パネル２１０Ａに相当する。また、
バックライト２１１側の偏光板が図９５の偏光板２１０Ｂに相当し、バックライト２１１
とは反対側の偏光板が図９５の偏光板２１０Ｃに相当する。
【０１８９】
　透明基板は、可視光に対して透明な基板、例えば板ガラスからなる。なお、バックライ
ト２１１側の透明基板には、図示しないが、画素電極に電気的に接続されたＴＦＴ（Thin
 Film Transistor；薄膜トランジスタ）および配線などを含むアクティブ型の駆動回路が
形成されている。画素電極および共通電極は、例えば、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ；In
dium Tin Oxide）からなる。画素電極は、透明基板上に２次元配列されたものであり、画
素ごとの電極として機能する。他方、共通電極は、カラーフィルタ上に一面に形成された
ものであり、各画素電極に対して対向する共通電極として機能する。配向膜は、例えばポ
リイミドなどの高分子材料からなり、液晶に対して配向処理を行う。
【０１９０】
　液晶層は、例えば、ＶＡ（Vertical Alignment）モード、ＴＮ（Twisted Nematic）モ
ードまたはＳＴＮ（Super Twisted Nematic）モードの液晶からなり、駆動回路（図示せ
ず）からの印加電圧により、バックライト２１１からの出射光の偏光軸の向きを画素ごと
に変える機能を有する。なお、液晶の配列を多段階で変えることにより画素ごとの透過軸
の向きが多段階で調整される。カラーフィルタは、液晶層を透過してきた光を、例えば、
赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の三原色にそれぞれ色分離したり、または、Ｒ、Ｇ、
Ｂおよび白（Ｗ）などの四色にそれぞれ色分離したりするカラーフィルタを、画素電極の
配列と対応させて配列したものである。
【０１９１】
　偏光板は、光学シャッタの一種であり、ある一定の振動方向の光（偏光）のみを通過さ
せる。なお、偏光板は、透過軸以外の振動方向の光（偏光）を吸収する吸収型の偏光素子
であってもよいが、バックライト２１１側に反射する反射型の偏光素子であることが輝度
向上の観点から好ましい。２枚の偏光板はそれぞれ、偏光軸が互いに９０°異なるように
配置されており、これによりバックライト２１１からの出射光が液晶層を介して透過し、
あるいは遮断されるようになっている。
【０１９２】
　ところで、本実施の形態において、電圧無印加時に、バルク３４Ａの光軸ＡＸ１および
微粒子３４Ｂの光軸ＡＸ２が、同一の方向に光軸の成分を主に有しており、例えば、図９
５に示したように、配向膜３３，３５のラビング方向を向いていることが好ましい。さら
に、電圧無印加時に、光軸ＡＸ１，ＡＸ２は、例えば、図９５に示したように、バックラ
イト２１１側の偏光板２１０Ｂの透過軸ＡＸ１０と平行な方向に光軸の成分を主に有して
いることが好ましい。透過軸ＡＸ１０は、例えば、図９５に示したように、配向膜３３，
３５のラビング方向を向いていることが好ましい。
【０１９３】
　また、電圧印加時には、光軸ＡＸ１は、電圧無印加時と同一またはほぼ同一の方向を向
いていることが好ましい。電圧印加時には、光軸ＡＸ１は、偏光板２１０Ｂの透過軸ＡＸ
１０と平行な方向に光軸の成分を主に有しており、例えば、図９６に示したように、透過
軸ＡＸ１０と平行な方向を向いていることが好ましい。電圧印加時には、光軸ＡＸ１は、
光源２０の光軸ＡＸ５と交差または直交（もしくはほぼ直交）する方向を向いており、さ
らに、透明基板３１と平行またはほぼ平行となっていることが好ましい。
【０１９４】
　一方、光軸ＡＸ２は、電圧印加時には、下側電極３２および上側電極３６に印加された
電圧によって生成される電場の影響を受けて所定の方向に変位していることが好ましい。
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電圧印加時には、光軸ＡＸ２は、例えば、図２、図９６に示したように、透明基板３１と
交差または直交（もしくはほぼ直交）していることが好ましい。つまり、光軸ＡＸ２は、
下側電極３２および上側電極３６への電圧印加により、光軸ＡＸ２と透明基板３１の法線
とのなす角度が小さくなる方向に変位していることが好ましい。このとき、光軸ＡＸ２は
、光軸ＡＸ１と交差または直交（もしくはほぼ直交）しており、透明基板３１と交差また
は直交（もしくはほぼ直交）していることが好ましい。
【０１９５】
　バックライト２１１は、上記各実施の形態およびそれらの変形例に係る照明装置１に相
当するものである。従って、バックライト２１１は、導光板１０上に、レンズシート５０
を備えている。
【０１９６】
　次に、本実施の形態の受信側装置２００の作用および効果について説明する。
【０１９７】
　本実施の形態の受信側装置２００では、バックライト２１１として上記実施の形態およ
びその変形例に係る照明装置１または照明装置２が用いられる。これにより、三次元表示
のときに、バックライト２１１の光射出面のうち所定の領域から、正面方向に、複数の線
状照明光が出力される。これにより、正面方向に出力された各線状照明光が表示パネル２
１０の背面に入射する。
【０１９８】
　ここで、各光変調セル３０ａ（線状の散乱領域となり得る部位）に対応する画素配列（
すなわち、視点数の数と等しい数の画素列）ごとに、三次元用画素２１０Ｄの画素列とな
るように三次元表示用の二次元映像データが映像信号処理回路２０７で生成されたときに
は、例えば、図９７に示したように、各三次元用画素２１０Ｄ内の共通の位置にある画素
（例えば、図９７では、２１０－１，２１０－２，２１０－３または２１０－４）には、
各線状照明光が略同一の角度で入射する。その結果、各三次元用画素２１０Ｄ内の共通の
位置にある画素からは、その画素によって変調された映像光が所定の角度で出力される。
このとき、観察者は、左右の目で、互いに異なる視差の映像を観察することになるので、
観察者は、表示パネル２１０に三次元映像（立体映像）が表示されていると認識する。
【０１９９】
　また、本実施の形態の受信側装置２００では、二次元表示のときに、バックライト２１
１の光射出面全体から光が出射され、正面方向に、面状照明光が出力される。これにより
、正面方向に出力された面状照明光が表示パネル２１０の背面に入射する。
【０２００】
　ここで、各画素２１０Ｅに対応して二次元表示用の二次元映像データが映像信号処理回
路２０７で生成されたときには、例えば、図９８に示したように、各画素２１０Ｅには、
面状照明光があらゆる角度で入射し、各画素２１０Ｅからは、各画素２１０Ｅによって変
調された映像光が出力される。このとき、観察者は、両目で互いに同一の映像を観察する
ことになるので、観察者は、表示パネル２１０に二次元映像（平面映像）が表示されてい
ると認識する。
【０２０１】
　ところで、本実施の形態では、バックライト２１１において、導光板１０の上にレンズ
シート５０が設けられている。これにより、レンズシート５０が設けられていない場合と
比べて、正面方向の輝度を高くすることができる。その結果、表示パネル２１０に対して
０度～適視角度（例えば１５度）で入射する光の光量を増やすことができるので、表示映
像において高い輝度を得ることができる。
【０２０２】
＜４．第２の実施の形態の変形例＞
[変形例１]
　上記第２の実施の形態において、レンズシート５０が、粘着剤もしくは接着剤を用いて
、偏光板２１０Ｂに固定されていてもよい。このとき、例えば、図９９に示したように、
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レンズシート５０の平坦面が、粘着剤もしくは接着剤からなる固定層２１２を介して偏光
板２１０Ｂに固定されていることが好ましい。また、凸部５０ＡがＵＶ硬化樹脂などのエ
ネルギー硬化性樹脂を固化させることにより形成されたものである場合には、例えば、図
１００に示したように、複数の凸部５０Ａが偏光板２１０Ｂの表面に直接、形成されてい
てもよい。
【０２０３】
[変形例２]
　上記第２の実施の形態およびその変形例において、例えば、図１０１、図１０２に示し
たように、バックライト２１１の光射出側に、パララックスバリア８０が設けられていて
もよい。パララックスバリア８０は、図１０１に示したように、レンズシート５０の上に
設けられていることが好ましい。この場合、バックライト２１１から出力された光の発散
角を狭めることができるので、パララックスバリア８０の光透過部分に入射する光の量が
増加し、高い輝度を得るができる。パララックスバリア８０が、レンズシート５０の上に
設けられている場合は、レンズシート５０が、粘着剤もしくは接着剤を用いて、パララッ
クスバリア８０の偏光板８１に固定されていてもよい。また、レンズシート５０の複数の
凸部５０Ａがパララックスバリア８０の偏光板８１の表面に直接、形成されていてもよい
。
【０２０４】
　なお、場合によっては、図１０２に示したように、レンズシート５０と、導光板１０と
の間に設けられていたり、図示しないが、偏光板２１０Ｂの表面に直接形成した複数の凸
部５０Ａと、導光板１０との間に設けられていたりしていてもよい。
【０２０５】
　パララックスバリア８０は、三次元表示を行うときに、バックライト２１１の光出力領
域を、複数の部分電極３６Ｂとの対向領域またはそれに対応する領域に限定し、散乱領域
３０Ｂに隣接する領域（例えば、透過領域３０Ａの端部）から出力され得るノイズ光を遮
断するものである。また、パララックスバリア８０は、二次元表示を行うときに、バック
ライト２１１の光出力領域を、下側電極３２と上側電極３６とが互いに対向する領域との
対向領域またはそれに対応する領域に拡張し、光変調素子３０から出力される光を透過す
るものである。
【０２０６】
　パララックスバリア８０は、例えば、図１０３に示したように、導光板１０側から順に
、偏光板８１、透明基板８２、透明電極８３、配向膜８４、液晶層８５、配向膜８６、透
明電極８７、透明基板８８および偏光板８９を有している。
【０２０７】
　透明基板８２，８８は、可視光に対して透明な基板、例えば板ガラスからなる。なお、
導光板１０側の透明基板には、例えば、図示しないが、透明電極８３に電気的に接続され
たＴＦＴおよび配線などを含むアクティブ型の駆動回路が形成されている。透明電極８３
，８７は、例えばＩＴＯからなる。透明電極８３は、例えば、図１０３に示したように、
複数の部分電極８３Ａによって構成されている。複数の部分電極８３Ａは、透明基板８２
上に形成されている。
【０２０８】
　複数の部分電極８３Ａは、面内の一の方向（光入射面１０Ａに平行な方向）に延在する
帯状の形状となっている。複数の部分電極８３Ａのうち特定の複数の部分電極８３Ｂの幅
は、複数の部分電極８３Ａのうち複数の部分電極８３Ｂを除く複数の部分電極８３Ｃの幅
よりも狭くなっている。複数の部分電極８３Ｂは、受信側装置２００において三次元表示
を行うときに、線状照明光の透過、遮断に用いられるものである。複数の部分電極８３Ｂ
は、受信側装置２００において三次元表示を行うときの画素ピッチＰ５（図９６参照）に
対応するピッチＰ６（画素ピッチＰ５と同一ピッチまたはそれに近いピッチ）で配列され
ている。複数の部分電極８３Ｂおよび複数の部分電極８３Ｃは、配列方向（光入射面１０
Ａと直交する方向）において交互に配列されている。なお、受信側装置２００におい二次
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元表示を行うときには、面状照明光を生成するために、全ての部分電極８３Ａが用いられ
る。
【０２０９】
　透明電極８７は、透明基板８８上に一面に形成されたものであり、各部分電極８３Ａに
対して対向する共通電極として機能する。配向膜８４，８６は、例えばポリイミドなどの
高分子材料からなり、液晶に対して配向処理を行う。液晶層８５は、例えば、ＶＡモード
、ＴＮモードまたはＳＴＮモードの液晶からなり、駆動回路６０からの印加電圧により、
導光板１０側からの光の偏光軸の向きを部分電極７３Ａとの対向部分ごとに変える機能を
有する。偏光板８１，８９は、光学シャッタの一種であり、ある一定の振動方向の光（偏
光）のみを通過させる。なお、偏光板８１，８９は、透過軸以外の振動方向の光（偏光）
を吸収する吸収型の偏光素子であってもよいが、導光板１０側に反射する反射型の偏光素
子であってもよい。偏光板８１，８９はそれぞれ、偏光軸が互いに９０度異なるように又
は平行に配置されており、これにより導光板１０側からの光が液晶層８５を介して透過し
、あるいは遮断されるようになっている。
【０２１０】
　図１０４は、照明装置１上にパララックスバリア８０が配置されたバックライト２１１
の断面構成の一例を表したものである。図１０４において、レンズシートのピッチＰ２は
、Ｐ１／４となっており、ピッチＰ６は、Ｐ１と等しくなっている。凸部５０Ａは、当該
凸部５０Ａの頂部が光変調セル３０ａ（または光変調セル３０ｂ）と対向する位置となる
ように配置されている。凸部５０Ａは、当該凸部５０Ａの頂部が光変調セル３０ａ（また
は光変調セル３０ｂ）の、幅方向の中央と対向する位置となるように配置されていること
が好ましい。また、パララックスバリア８０において、互いに隣接する部分電極８３Ａ同
士の間に存在する光透過部８３Ｂは、当該光透過部８３Ｂの、幅方向の中央が光変調セル
３０ａ（または光変調セル３０ｂ）と対向する位置となるように配置されている。光透過
部８３Ｂは、当該光透過部８３Ｂの、幅方向の中央が光変調セル３０ａ（または光変調セ
ル３０ｂ）の、幅方向の中央と対向する位置となるように配置されていることが好ましい
。また、凸部５０Ａは、当該凸部５０Ａの焦点が、光変調セル３０ａ（または光変調セル
３０ｂ）および光透過部８３Ｂの位置となるように配置されていることが好ましい。この
ようにした場合には、光変調セル３０ａ（または光変調セル３０ｂ）から出射された光が
、凸部５０Ａによって光透過部８３Ｂに集光されるので、パララックスバリア８０を使用
しつつ、高輝度化を図ることができる。
【０２１１】
　駆動回路６０は、制御信号２０４Ａとして三次元表示を指定する信号が入力されたとき
には、パララックスバリア８０をスリット状の光透過部として機能させるようになってい
る。具体的には、駆動回路６０は、複数の部分電極７３Ａのうち特定の複数の部分電極８
３Ｂに、パララックスバリア８０が透過性を示す電圧を印加するとともに、複数の部分電
極８３Ａのうち複数の部分電極８３Ｂを除く複数の部分電極８３Ｃに、パララックスバリ
ア８０が遮光性を示す電圧を印加するようになっている。
【０２１２】
　また、駆動回路６０は、制御信号２０４Ａとして二次元表示を指定する信号が入力され
たときには、パララックスバリア８０全体を光透過部として機能させるようになっている
。具体的には、駆動回路６０は、各部分電極８３Ａに、パララックスバリア８０が透過性
を示す電圧を印加するようになっている。
【０２１３】
　本変形例では、バックライト２１１の光射出側に、パララックスバリア８０が設けられ
ているので、光変調素子３０から複数の線状照明光が出力されているときに、散乱領域３
０Ｂに隣接する領域から出力され得るノイズ光を遮断することができる。これにより、三
次元表示の際に、各画素２１０－１，２１０－２，２１０－３または２１０－４（図９６
参照）に対して各線状照明光が入射する角度とは異なる角度で入射する光を低減すること
ができる。その結果、鮮明な３次元映像を得ることができる。
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【０２１４】
[変形例３]
　上記第２の実施の形態およびその変形例において、三次元表示のときには、例えば、図
１０５Ａの太枠で示したように、表示パネル２１０の４つの画素２１０－１～２１０－４
が１つの三次元用画素２１０Ｄとして駆動される。このとき、バックライト２１１は、例
えば、図１０５Ｂに示したように、三次元用画素２１０Ｄごとに１つずつ散乱領域３０Ｂ
を形成し、各画素２１０－１～２１０－４に、互いに異なる入射角でバックライト光を入
射させる。これにより、各三次元用画素２１０Ｄ内の共通の位置にある画素（例えば、図
９７では、２１０－１，２１０－２，２１０－３または２１０－４）には、各帯状照明光
が略同一の角度で入射する。その結果、各三次元用画素２１０Ｄ内の共通の位置にある画
素からは、その画素によって変調された映像光が所定の角度で出力される。このとき、観
察者は、例えば、図１０５Ｃに示した画素２１０ａからの映像光を右目で観察すると同時
に、図１０５Ｄに示した画素２１０ａからの映像光を左目で観察することになる。つまり
、観察者は、左右の目で、互いに異なる視差の映像を観察することになる。その結果、観
察者は、表示パネル２１０に三次元映像（立体映像）が表示されていると認識する。
【０２１５】
　ここで、横方向の画素ピッチＰｘと、縦方向の画素ピッチＰｙとを対比すると、縦方向
の画素ピッチＰｙは、横方向の画素ピッチＰｘの数倍も大きくなっている。そのため、観
察者は、縦方向と横方向とで画素ピッチの大きく異なる映像を観察することになる。この
とき、観察者は、映像品質が劣化しているように感じる場合がある。
【０２１６】
　そこで、例えば、図１０６Ａに示したように、各散乱領域３０Ｂを、隣接する他の散乱
領域３０Ｂとの関係で、画素２１０ａの幅の分だけ左右方向（Ｙ軸方向）にずらして配置
する。このようにした場合には、図１０６Ｂに示したように、横方向の画素ピッチＰｘと
、縦方向の画素ピッチＰｙとを、図１０５Ｃ，図１０５Ｄのときよりも近づけることがで
きる。その結果、映像品質の劣化を抑えることができる。
【０２１７】
　なお、図１０７Ａに示したように、各散乱領域３０Ｂを斜めストライプ状にして配置し
てもよい。このようにした場合であっても、図１０７Ｂに示したように、横方向の画素ピ
ッチＰｘと、縦方向の画素ピッチＰｙとを、図１０５Ｃ，図１０５Ｄのときよりも近づけ
ることができる。その結果、映像品質の劣化を抑えることができる。なお、パネルサイズ
が３．５インチ、画素数が縦８００×横４８０×３（ＲＧＢ）の表示パネルの場合には、
各散乱領域３０Ｂの傾斜角は、４視差で７１．５７度となる。
【０２１８】
［変形例４］
　また、上記第２の実施の形態およびその変形例において、表示パネル２１０を駆動する
駆動回路（図示せず）は、表示パネル２１０を時分割に駆動するようにしてもよい。この
場合に、駆動回路５０は、所定の周期内において、表示パネル２１０の表示が、視差の数
と等しい数の画素行内で１画素行ずつ順次切り換わるのと同期して、バックライト２１１
からの帯状照明光の出力箇所を切り替える。例えば、視点数４の場合、図１０８、図１０
９、図１１０、図１１１に順に示したように、駆動回路５０は、１フレーム期間（１／６
０秒）内において、表示パネル２１０の表示が、４画素行内で１画素行ずつ順次切り換わ
るのと同期して、バックライト２１１からの帯状照明光の出力箇所を切り替える。このと
き、表示パネル２１０を駆動する駆動回路（図示せず）は、１フレーム期間（１／６０秒
）内において、表示パネル２１０の表示が、視差の数と等しい数の画素行内で１画素行ず
つ順次切り換わるように、各画素に対して映像信号に対応する電圧を印加する。このよう
に、切り替えを高速に行うことにより、観察者は、瞬間に光っている画素数の４倍の画素
を知覚するようになり、実質的な解像度をあげることができる。
【０２１９】
　なお、このような駆動を行う場合、図１６または図１７に示したように、Ｐ２＝Ｐ１／
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複数の凸部５０Ａは、帯状照明光の出力箇所を切り替えた場合にも、常に帯状照明光と対
向する位置に配置され、正面輝度を向上させることができる。
【０２２０】
［変形例５］
　また、上記第２の実施の形態およびその変形例において、例えば、図１１２、図１１３
に示したように、バックライト２１１の光軸ＡＸ１と、偏光板２１０Ｂの透過軸ＡＸ１０
とが互いに直交または交差する方向を向いていてもよい。ただし、その場合には、送信側
装置１００は、バックライト２１１と、偏光板２１０Ｂとの間に、光軸ＡＸ１と透過軸Ａ
Ｘ１０とがなす角の二等分線と平行な方向に光軸ＡＸ１２を有する１／２λ板２１７を備
えていることが好ましい。このようにした場合には、１／２λ板２１７によって、バック
ライト２１１から出射された偏光光の偏光方向を、透過軸ＡＸ１０と平行な方向に回転さ
せることができる。その結果、光の利用効率を高くすることができる。
【０２２１】
　なお、この時、レンズシート５０が、粘着剤もしくは接着剤を用いて、１／２λ板２１
７に固定されていてもよい。例えば、レンズシート５０の平坦面が、粘着剤もしくは接着
剤からなる固定層を介して１／２λ板２１７に固定されていることが好ましい。また、凸
部５０ＡがＵＶ硬化樹脂などのエネルギー硬化性樹脂を固化させることにより形成された
ものである場合には、例えば、複数の凸部５０Ａが１／２λ板２１７の表面に直接、形成
されていてもよい。
【０２２２】
＜５．実施例＞
　次に、上記各実施の形態に係る照明装置１の実施例について、比較例と対比しつつ説明
する。実施例１～７、比較例１，２の構成を、以下の表１にまとめた。
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【表１】

【０２２３】
　実施例１において、５０ｍｍ×７２ｍｍサイズのガラス基板（厚み７００μｍ）上に、
Ｘ軸方向幅Ｗｘ＝３３μｍ、Ｘ軸方向ピッチＰｘ＝６０μｍ、Ｙ軸方向幅Ｗｙ＝５０μｍ
、Ｙ軸方向ピッチＰｙ＝１００μｍの点状ＩＴＯ膜アレイを配置した。ここで、Ｘ軸方向
は光入射面１０Ａに直交する方向であり、３Ｄ表示時の視差方向である。Ｙ軸方向は光入
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射面１０Ａに平行な方向である。実施例１では４視差としているため、３Ｄ表示用電極（
線状電極３２Ｂ）のピッチを２４０μｍとし、Ｐｘ＝６０μｍで配列されたＸ軸方向の並
びにおいて、３Ｄ表示時は４つに１つが点灯される。さらに、上記とは別のガラス基板（
厚み１００μｍ）上にＩＴＯ膜を面状に形成し、セルギャップが４μｍとなるように２枚
のガラス基板を貼り合わせて、光変調素子３０を含む導光板１０を構成した。
【０２２４】
　さらに、実施例１において、導光板１０の下側には空気界面を介して反射板４０を配置
し、導光板１０の上側には空気界面を介してレンズシート５０を配置した。反射板４０は
再帰性反射の特性を示す反射シートを配置した。レンズシート５０は、導光板１０側に凸
（下凸）の３次元曲面形状となっており、Ｘ軸方向ピッチＰｘ＝６０μｍ、Ｙ軸方向ピッ
チＰｙ＝１００μｍで、前記点状ＩＴＯ膜アレイと対向するように配置した。このとき、
レンズ-発光部間距離は、上側のガラス基板厚み１００μｍとなっている。実施例１～６
では、数１のアナモフィック非球面式を元に、表１のような設計の形状で評価を実施した
。比較例１では、導光板１０の上側に、レンズシート５０がないこと以外は、実施例１と
同じ構成とした。
【０２２５】
　実施例１～６では、比較例１に比べて、レンズシート５０の効果により、それぞれの形
状のレンズシート５０において、正面輝度が３Ｄ表示で１５６％以上、２Ｄ表示で１６９
％以上の輝度上昇を確認した。さらに、実施例６では、ＲｘがＰｘよりも大きく緩やかな
曲面となっていることで、３Ｄ表示時の３Ｄ視差方向の線幅が４５μｍとなっており、他
の実施例（５７μｍ）に比べ細くなっており、よりクリアな３Ｄ画像となることを確認し
た。なお、この３Ｄ表示時の３Ｄ視差方向の線幅がＰｘ（６０μｍm）を超えると、隣の
画素に顕著に光が入光するため、２重像悪化の原因となる。
【０２２６】
　実施例７においては、５０ｍｍ×７２ｍｍサイズのガラス基板（厚み７００μｍ）上に
、Ｘ方向幅Ｗｘ＝３３μｍ、Ｘ方向ピッチＰｘ＝６０μｍのＹ方向に延在した線状ＩＴＯ
膜を配置したこと以外、実施例１と同じとした。比較例１では、導光板１０の上側に、レ
ンズシートがないこと以外は、実施例７と同じ構成とした。
　実施例７では、比較例２に比べて、レンズシートの効果により、正面輝度が３Ｄ表示で
１４０％、２Ｄ表示で１５１％の輝度上昇を確認した。
【０２２７】
　また、例えば、本技術は以下のような構成を取ることができる。
（１）
　照明光を出力可能な照明装置と、映像信号に応じて前記照明光を変調することにより映
像光を生成する表示パネルとを備えた表示装置に用いられる前記照明装置において、
　前記照明光を生成する照明光学系と、
　前記照明光の発散角を狭める複数のレンズと
　を備え、
　前記照明光学系は、
　離間して互いに対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板または前記第２基板の端面に光を照射する光源と、
　前記第１基板および前記第２基板の間隙に設けられ、かつ電場の大きさに応じて、前記
光源からの光に対して散乱性もしくは透明性を示す光変調層と、
　三次元表示モードのときに、前記光変調層に複数の線状散乱領域、または複数列に並ん
だ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させ、二次元表示モードのときに、前記光
変調層に面状散乱領域、またはマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電
場を発生させる電極と
　を有し、
　前記複数のレンズは、前記線状散乱領域の延在方向、または一列に並んだ複数の点状散
乱領域の並び方向に並んで配置されるとともに、前記線状散乱領域の延在方向、または一
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列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と交差する方向に並んで配置されている
　照明装置。
（２）
　前記レンズは、当該レンズの光入射面または光出射面に曲面を含んで構成されている
　（１）に記載の照明装置。
（３）
　前記レンズは、凸形状となっており、当該レンズの頂点位置が前記線状散乱領域、また
は一列に並んだ複数の点状散乱領域と対向するように配置されている
　請求項２に記載の照明装置。
　（１）または（２）に記載の照明装置。
（４）
　前記レンズのピッチは、前記線状散乱領域、または一列に並んだ複数の点状散乱領域の
ピッチをＰ１とすると、Ｐ１／ｎ（ｎは三次元表示モードのときの視点数）となっている
　（３）に記載の照明装置。
（５）
　前記電極は、三次元表示モードのときに、前記光変調層に、複数列に並んだ複数の点状
散乱領域を生成させる電場を発生させるようになっており、
　各レンズは、１つのレンズと１つの点状散乱領域とが１対１で対応するように配置され
ている
　（３）または（４）に記載の照明装置。
（６）
　前記電極は、二次元表示モードのときに、前記光変調層に、マトリクス状に並んだ複数
の点状散乱領域を生成させる電場を発生させるようになっており、
　各レンズは、１つのレンズと１つの点状散乱領域とが１対１で対応するように配置され
ている
　（３）ないし（５）のいずれか１つに記載の照明装置。
（７）
　前記レンズは、屈折率が等方性の材料で構成されている
　（１）ないし（６）のいずれか１つに記載の照明装置。
（８）
　前記レンズは、前記光変調層側に突出している
　（３）ないし（７）のいずれか１つに記載の照明装置。
（９）
　前記表示パネルは、偏光板を有し、
　前記複数のレンズは、前記偏光板に接着されている
　（８）に記載の照明装置。
（１０）
　照明光を出力可能な照明装置と、
　映像信号に応じて前記照明光を変調することにより映像光を生成する表示パネルと
　を備え、
　前記照明装置は、
　前記照明光を生成する照明光学系と、
　前記照明光の発散角を狭める複数のレンズと
　を有し、
　前記照明光学系は、
　離間して互いに対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板または前記第２基板の端面に光を照射する光源と、
　前記第１基板および前記第２基板の間隙に設けられ、かつ電場の大きさに応じて、前記
光源からの光に対して散乱性もしくは透明性を示す光変調層と、
　三次元表示モードのときに、前記光変調層に複数の線状散乱領域、または複数列に並ん



(48) JP 6098064 B2 2017.3.22

10

20

だ複数の点状散乱領域を生成させる電場を発生させ、二次元表示モードのときに、前記光
変調層に面状散乱領域、またはマトリクス状に並んだ複数の点状散乱領域を生成させる電
場を発生させる電極と
　を有し、
　前記複数のレンズは、前記線状散乱領域の延在方向、または一列に並んだ複数の点状散
乱領域の並び方向に並んで配置されるとともに、前記線状散乱領域の延在方向、または一
列に並んだ複数の点状散乱領域の並び方向と交差する方向に並んで配置されている
　表示装置。
【符号の説明】
【０２２８】
　１…照明装置、１Ａ，１０Ｂ…光出射面、１０…導光板、１０Ａ…光入射面、２０…光
源、３０…光変調素子、３０ａ，３０ｂ，３０－１…光変調セル、３０Ａ…透過領域、３
０Ｂ…散乱領域、３１，３７…透明基板、３２…下側電極、３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃ，３
６Ａ，３６Ｂ，３６Ｃ…部分電極、３２Ｄ，３６Ｄ…線状電極、３３，３５…配向膜、３
４…光変調層、３４Ａ…バルク、３４Ｂ…微粒子、３６…上側電極、４０…反射板、５０
…レンズシート、５０Ａ…凸部、６０…駆動回路、１００…送信側装置、１００Ａ…テレ
ビ放送信号、２００…受信側装置、２０１…アンテナ端子、２０２…デジタルチューナ、
２０３…デマルチプレクサ、２０４…演算回路、２０４Ａ…制御信号、２０５…メモリ、
２０６…デコーダ、２０７…映像信号処理回路、２０８…グラフィック生成回路、２０９
…パネル駆動回路、２１０…表示パネル、２１０Ａ…液晶パネル、２１０Ｂ，２１０Ｃ…
偏光板、２１０Ｄ…三次元用画素、２１０Ｅ，２１０－１～２１０－４…画素、２１１…
バックライト、２１２…音声信号処理回路、２１３…音声増幅回路、２１４…スピーカ、
２１５…リモコン受信回路、２１６…リモコン送信機、ＡＸ１，ＡＸ２…光軸、ＡＸ１０
，ＡＸ１１…透過軸、Ｇ…ギャップ、Ｐ１，Ｐ２…ピッチ、θ，θ１，θ２…角度。
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